




























































































































































































































































































































































































































































































授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

心理学概論

人間の心の仕組みと特徴を実験や観察，調査などの「科学的な方
法」により検討する学問である心理学（基礎領域）について，人の
心を知・情・意の３つに分けた場合の「知」に関わる心の働きにつ
いて概説する。より具体的には，視知覚，学習（行動の変容），記
憶，思考といった心の働きがどのようなメカニズムにより実現され
ているかを，実際の研究例を紹介しながら解説していく。 そしてそ
れを通じて，今後，心の仕組みやその問題をより専門的に学ぶ上で
基礎となる知識，考え方を習得することを目標とする。

教育・学校心理学

この講義では，教育心理学の知見に基づき児童生徒の心理的・社会
的・身体的発達と学習の過程について理解するとともに，学校現場
における不登校やいじめ，発達障がいなどの問題とその背景につい
て理解を深める。また，児童生徒の主体的な学習活動や健全な成長
発達のための環境を学校において構築していくために必要な知識や
技能を習得し，科学的根拠に基づく理論的かつ具体的な対応と他機
関との連携を踏まえた支援の在り方について探求する。

発達心理学

時間の経過とともに質的・量的に変化するヒトの様々な発達的特徴
やその過程に関する基礎的知識を習得するとともに、発達を理解す
ることの意義を理解することを目指す。
授業計画は以下の通りである。
第１回　オリエンテーション、発達とは何か
第２回　発達に影響を与える要因、発達に関する理論
第３回　発達と学習
第４回　新生児期の発達
第５回　乳児期における感覚・知覚及び運動機能の発達
第６回　乳児期における認知能力の特徴
第７回　幼児期における認知及び言語発達
第８回　幼児期における感情及び社会性の発達
第９回　アタッチメントの発達
第10回　児童期における認知及び言語発達
第11回　児童期における感情の発達
第12回　児童期における社会性の発達
第13回　発達の多様性（神経発達障害などの理解）１
第14回　発達の多様性（神経発達障害などの理解）２、本講義のま
とめ

学校心理実践演習A

学齢期の子供をめぐる問題について各自テーマを掲げ、発達心理学
の視点からの問題理解、支援方法検討を通して、様々な問題につい
て理解・対応する力を養うことを目標とする。
授業計画は以下の通りである。
第１回　オリエンテーション
第２～３回　担当するテーマの検討及び決定
第４～５回　テーマについて調べる
第６～９回　各テーマについての発表・討議①：問題の理解
第10回　子供支援に関する様々な方法の紹介、テーマに関する支援
方法について調べる
第11～13回　各テーマについての発表・討議②：支援方法
第14回　本講義のまとめ

心理学統計法Ⅰ

データの要約と推測統計，統計的仮説検定について理解することを
目的とする。各授業の前半では，心理統計学の基礎的な概念や手法
について講義を行う。後半では，受講者同士の教え合いや学び合い
活動を通じて，講義で学んだ事項に関する理解の定着と深化を図
る。講義全体を通じて，統計的手法を形式的に利用するのではな
く，その背景にある概念的知識について深く理解し，自分や他人が
行った分析・解釈を批判的に検討できるようになることを目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

心理学統計法Ⅱ

得られたデータを要約したり，統計的仮説検定を実施したりして，
適切に分析・解釈できるようになることを目的とする。各授業の前
半では，取り組むべき問題について解説を行い，どのような分析方
針を立てたら良いかディスカッションする。後半では，実際にコン
ピューター等を用いて演習を行い，受講者が行った分析や解釈に対
してフィードバックを行う。心理学統計法Ⅰで学んだ概念的知識と
も関連づけながら，自分や他人が行った分析・解釈を批判的に検討
できるようになることを目指す。

学校心理実践演習B

学校臨床の実態を把握し，そこで必要とされる児童生徒支援に関す
る様々な問題等について，現実的に検討し，適切な「判断」や「対
処」が可能となるための基礎的な力を養う。
この授業の目的は，学校臨床における様々な問題に対して，一般
的・基礎的な対応（模範的な対応）を「知る」ことではなく，その
場にいるメンバー（履修者）で暫定的に最善と思われる対応（暫
定・特殊解）を「見出す」こと，また，その見出すプロセスを経験
することにある。
この目的を達成するため，仮想事例に対する各自の予備的分析と，
それを前提とした教員のファシリテーションに基づく学生間のディ
スカッションがこの授業の基本的な形式となる。

質問紙調査法

質問紙調査法の特徴，教示や語法，回答形式の重要性など，質問紙
調査の基礎理論を学び，グループで実践する。研究テーマを定めて
文献調査を行い，仮説を立案し，質問紙調査を実施する。調査デー
タについて，予備分析（コーディング，欠損値の扱い，分布の確
認，項目分析，因子分析，信頼性分析，尺度得点の算出，相関分
析）を行った上で，多変量解析によって仮説の検証を行う。検証し
た結果についてグループで発表し，質疑応答を行うとともに報告書
を作成する。

社会・集団・家族心理
学

対人関係及び集団における人の意識・行動についての心理プロセス
を理解するため，社会的認知（帰属，ステレオタイプなど），社会
的自己（自己概念，自尊感情など），対人関係（対人魅力，援助行
動，攻撃行動など），社会的相互作用（コミュニケーションな
ど），集団（社会的アイデンティティ，同調，リーダーシップ理論
など），社会的影響（規範，同調など）態度とその変容に関する理
論，家族の機能，家族システム理論，文化と心の相互規定関係など
に関する理論と実証的研究を概説する。

学校心理実践演習C

社会心理学の基礎文献についてまとめた英語のテキストを用いて、
グループで発表と討議を行うとともに、社会心理学の基本語彙につ
いても、日本語と英語で修得することを目指す。

実験・観察研究法

ゼミ形式の指導により，４年次の卒業研究で扱うテーマの明確化，
およびそれに関する専門知識・技術の深化を目指す。あわせて，こ
れまでに学習した学校心理学に関する様々な知識・技術・考え方
を，実践を通じて自らのものとする。具体的な活動としては，授業
時間外に卒業研究で扱うテーマについて先行研究・資料等を調べ，
今後明らかにすべき問題を検討し，その成果を授業の場で教員に報
告する。そして，その内容について教員および他の学生と議論を行
うことで，卒業研究で扱う問題を具体化していく。また，研究の進
捗状況やテーマによっては，授業時間外に予備的なデータの収集な
どを求める場合もある。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

知覚・認知心理学

知覚・認知心理学とは，「知」に関する心の働きを情報処理過程と
見なし，認識や記憶，言語，思考などの認知機能が具体的にどのよ
うな「アルゴリズム」で行われているか，また心の中において情報
がどのように「表現」されているか，さらには「それを司る仕組
み」の構造と特徴を科学的手法により明らかにする学問である。本
授業では，知覚・認知心理学のトピックのうち，特に視覚認識，聴
覚認識，注意，記憶，言語等のテーマを取り上げ，それらの心的メ
カニズムに関する代表的な理論・知見を講義により解説していく。 
そしてそれを通じ，学習活動や心の不適応など，認知機能が関わる
様々な問題に対し，そのメカニズムを踏まえて考えることのできる
力を身につけることを目標とする。

教育・心理データ解析
法

教育・心理領域で求められる実験・調査データの扱い方、解析方
法、結果のまとめ方などについて、統計ソフトと実験・調査のデー
タ例を用いながら、多変量解析解析を中心に実践的に学ぶ。 
扱う内容は、エクセルを用いたデータの前処理の仕方、HADまたは
SPSSを用いた記述統計、推測統計（ｔ検定、χ2検定、相関分析、分
散分析など）、多変量解析（重回帰分析、因子分析、主成分分析、
クラスター分析など）の実際、プレゼンテーションソフトの使い方
などである。

人間理解の心理学

人間を理解し、支援するために必要な心理学について学ぶ。心理学
的な知識や理論を活かして、現実に起こる人間に関する諸問題を理
解し、困難にある人を支援するための基礎について学ぶ。 感情心理
学、動機づけの心理学、知能・パーソナリティとその個人差、社会
心理学、集団心理学などの基礎理論と研究について学ぶ。心理学の
観点から、人間の諸問題、諸現象について理解する力を身に付け
る。

心理的アセスメントA

心理アセスメントの目的、方法、倫理、展開についての基礎を学
ぶ。特に知的能力のアセスメントに焦点を当て、心理・教育の臨床
場面で広く活用されている知能検査WISC-Ⅳについて、理論的背景、
実施方法、解釈法、心理支援における活用方法、クライエントへの
効果的なフィードバックの仕方を、演習形式で実践的に学ぶ。ま
た、具体的な臨床事例をもとに、クライエント理解と支援方針の立
案について学ぶ。

学習・言語心理学

主に幼児期から学齢期の言語発達、言語獲得の仕組みについて取り
上げる。言語獲得や学習の過程について学び、心理職等支援者とし
ての役割を果たす上で、土台となる基本的な知識について理解を深
める。言葉の発生の基盤、話し言葉の発達、書き言葉の獲得、第二
言語の習得、学習と言語の障害等について学ぶ。

神経・生理心理学

脳の基本的構造、神経系と心の相関、視覚、聴覚と体性感覚と脳機
能、睡眠と生体リズム、動機づけ・情動、記憶、学習、注意、意
識、言語と脳機構、大脳前頭葉、精神神経疾患の脳機能、脳機能の
発達と障害等について解説する。

感情・人格心理学

感情と動機づけ，人格（パーソナリティ）に関する最新の知見や理
論を概観し，受講者の認知・教育・発達・社会・臨床等の心理学研
究に役立てることを目指す。講義を踏まえて，自らの日常生活との
つながりや，教育・臨床等の領域での活用について自分なりの考え
や問いをもつことを目標とする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

学校心理学応用研究

ゼミ形式の指導により，４年次の卒業研究で扱うテーマの明確化，
およびそれに関する専門知識・技術の深化を目指す。あわせて，こ
れまでに学習した学校心理学に関する様々な知識・技術・考え方
を，実践を通じて自らのものとする。具体的な活動としては，授業
時間外に卒業研究で扱うテーマについて先行研究・資料等を調べ，
今後明らかにすべき問題を検討し，その成果を授業の場で教員に報
告する。そして，その内容について教員および他の学生と議論を行
うことで，卒業研究で扱う問題を具体化していく。また，研究の進
捗状況やテーマによっては，授業時間外に予備的なデータの収集な
どを求める場合もある。

国際教育臨床

本授業の目標は、学校教育現場で国際教育を実践する基盤として、
アクティブラーニングを中心とする国際教育の方法とその意義や課
題を理解することである。本授業では、国際教育の基礎的な内容に
ついて文化的側面と地球的な課題の側面から理解しながら、アク
ティブラーニングを中心とする国際教育の方法を教師の立場と子ど
もの立場の両方において実際に体験する。それによって、国際教育
の目標・内容と方法との関連を理解するとともに、その「場」を体
験することによって、臨床的な視点をふまえた国際教育の在り方を
考察する。

国際教育のカリキュラ
ム

教育課程において国際教育はどのように実践されるのか、という問
いのもと、諸外国および日本の国際教育に関連する理論と実践を学
びながら国際教育の内容や方法の特質を理解し、国際教育のカリ
キュラムの適切な在り方について考察することが本授業の目標であ
る。本授業では、諸外国における代表的な国際教育の理論とその方
法および日本における国際教育に関する代表的な実践について文献
をとおして学び、理論と実践を往還しながら、その特徴的なカリ
キュラムや教育方法の在り方を学んでいく。

講義１５時間
演習１５時間
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

教育実践概論C

異文化間教育、国際教育交流史、比較教育思想、国際理解教育、異
文化間心理学、多文化教育の視点から国際教育の現状や実践的課題
について概説すると同時に、それぞれの研究の役割や関連性につい
て考察する。実践上の課題に即した事例や資料（データ）を提示し
て、多様な立場から読み解く経験を通して、多角的な視点からの研
究が必要であることや、それぞれのアプローチの特徴や関係性につ
いて理解させる。受講者が自身の関心や課題に気づき、それに応じ
たアプローチの方法を認識できるように促す。

（共同方式：橋本・戸田・小山・李の４名の教室担当教員が全授業
回に参加する。４人のうち李がメインティーチャーを担当し授業全
体の統括、及びディスカッションの場面においてファシリテーショ
ン等の役割を担う。榊原・見世はゲストスピーカーとして参加す
る）

（李紅実）
本授業のメインティーチャーを担当する。特に異文化間教育の立場
から専門的な解説・指導を行う。
（橋本美保）
本授業のサブティーチャーを担当する。特に国際教育交流史の立場
から専門的な解説・指導を行う。
（戸田孝子）
本授業のサブティーチャーを担当する。特に比較教育思想の立場か
ら専門的な解説・指導を行う。
（小山英恵）
本授業のサブティーチャーを担当する。特に国際理解教育の立場か
ら専門的な解説・指導を行う。
（榊原知美）
ゲストスピーカーとして、異文化間心理学の立場から学校における
実践的な課題やその解決のためのアプローチについて概説する。
（見世千賀子）
ゲストスピーカーとして、多文化教育の立場から海外子女教育と帰
国子女教育の現状と課題について概説する。

共同

国際教育基本文献講読

教育、子ども、学校と社会、他国との教育交流など教育研究の対象
を多角的に理解し、かつ国際教育の基本的な哲学を理解することを
ねらいとする。授業では国際教育研究の対象として複数のテーマを
設定し、そのテーマを考えるための材料としての文献を全員で講読
する。毎回、文献の内容の要約と解釈を報告しあい、ディスカッ
ションを通して自身の関心や課題を意識化させる。 その過程で、国
際教育研究を専門化するための基礎的な作業として文献の扱い方を
身につける。

国際教育交流史

教育における国際交流はどのように行われてきたのか。異文化であ
る教育がある地域の文化に翻訳されて受容される際の条件やそれに
伴う葛藤について歴史的な考察を行う。具体的な事例として、日本
と外国の教育の交流史を扱う。日本の教育の成立と展開は、外国の
教育との出会いや交渉、相互影響の側面を抜きにしては語れない。
教育の異文化接触は、時期によってさまざまな形と内容を呈するの
で、この授業ではいくつかのテーマを取り上げて日本の教育交流史
に見られる特徴について概説する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

比較教育学研究

本授業は、現代の教育実践にかかわる諸テーマをグローバルな視点
から、比較の手法を用いて、理解を深めていくことを狙いとしてい
る。受講生は、まず、比較教育の方法論についての講義を受ける。
次に、各自が関心のあるテーマについて資料を収集・分析し、クラ
ス討論のための問題設定を考える。このプロセスで、現代の教育実
践の課題を科学的に捉えるための比較の視点や探求力の基礎を養
う。外国語の資料にも積極的にアプローチしていく姿勢を養う。ク
ラス討論では、設定された問題に即して、資料を解釈したり、共通
性や違いを整理し、その根拠を考える意見を出し合い、テーマにつ
いての理解を共同でより深めていく。

帰国・外国人児童生徒
のための日本語教育

本授業は、帰国・外国人児童生徒を対象とする日本語教育の歴史的
展開、日本語教育と国語教育との相違をふまえたうえで、日本語教
育の現状と課題について理解すること、および帰国・外国人児童生
徒教育における文化をめぐる課題について理解することをねらいと
する。本授業では、ディスカッション等を取り入れながら、ことば
によるコミュニケーションの意味を根底から考えながら、帰国・外
国人児童生徒教育における言語習得や文化をめぐる課題について理
解を深めていく。

海外・帰国児童生徒教
育論

本講義では、海外・帰国児童生徒の教育の歴史および現状と課題に
ついて、政策・実践・研究の側面から理解を深めることを目的とす
る。具体的には、日本の海外子女教育政策の変遷、在外教育施設
（日本人学校、補習授業校等）の歴史・現状・課題、先進的な教育
実践例、また、保護者に帯同されて一定期間海外に在留した後、日
本に帰国した児童生徒の教育の歴史、現状と課題を扱い、基本的事
項を理解すること、加えて、グローバル化が進行する現代社会にお
ける国家間・文化間を移動しながら複数の言語・文化の狭間で育つ
子どもの成長発達の実態や教育の課題、また、海外・帰国児童生徒
の教育を通して見えてくる日本の学校および教育の特徴や課題につ
いて、講義、ディスカッション、探求的学習を通して、検討し、理
解を深めることをめざす。

異文化間心理学

子どもは，大人とのやり取りや様々な実践に参加することで，先行
する世代から受け継がれてきた常識や信念，道具やその利用法，他
者とのコミュニケーションのあり方，制度，慣習などを身につけ，
一人前の文化の担い手になっていく。これは大人が子どもに押し付
けるものではなく，子ども自身も大人が用意した文化環境に積極的
に関わることで可能となる。本授業では，主に人間の発達に関わる
諸側面と文化との関係に注目し，これまで心理学研究で明らかにさ
れてきた知見を解説する。これにより，人間の心と文化の関係につ
いて理解を深めることをめざす。

国際教育演習A

本授業は、国際教育において求められるカリキュラム設計、授業、
教育方法、教育評価のあり方について理解を深めることを目標とす
る。本演習では、カリキュラム設計、授業づくり、教育評価の基礎
理論を学習したうえで、国際教育において求められる教育方法や評
価方法を取り入れたカリキュラムデザインに関する主張を紐解きな
がら、実際の授業実践事例を分析・考察していく。演習は主に、学
生による文献調査についての発表、ディスカッション、グループ課
題とプレゼンテーションによって進める。
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国際教育演習B

教育実習を終えた３年次受講生にとって、教育理論と教育実践をど
のように結びつけ、将来の教員としての指導へ統合していくかは、
大きな内的課題となっている。教育理論研究と教育実践研究に、共
に必要なものは、対象を客観化する科学的思考法であるが、教育実
習で目の当たりにする現場の意思決定とは、客観化された知を、再
び主体的な関わりへと引き戻し、時間をかけて分析したものを動的
な子供たちの反応に瞬時に生かして意思決定をしなければならない
という価値の葛藤や多様性の理解と一つの意思決定である。本授業
では、受講生が教育実践で経験した意思決定に関わる葛藤のあう事
例についてに報告し、さまざまな視点と根拠を見る視座の必要性を
経験してきたクラスメイトと、一歩深めて将来の同僚として議論を
交わし、教師としての意思決定について考察することへ導く演習を
行う。

国際教育演習C

 教育、子ども、学校と社会、他国との教育交流など教育研究の対象
を多角的にとりあげ、国際教育の視点から問題設定をする構成力、
および歴史学に基づく調査方法を学ぶ。国際教育研究の対象として
個別のテーマを設定し、受講者がそのテーマについて歴史的なアプ
ローチによる調査を行う。毎回行われる報告に対するディスカッ
ションを通して方法論の習得をめざすと共に、歴史的なデータが現
在の国際教育の課題について提示しうる意味を考察する。

国際教育演習D

グローバル化が益々進展し、異なる文化的背景を有する子どもたち
（帰国・外国人児童生徒）が教室に年々増加しているなかで、彼ら
が学びやすい環境の整備に向けて多角的に考察を深めることが本授
業の目標である。本演習では、帰国・外国人児童生徒教育にかかわ
る基本的な課題を理解し、受講生一人ひとりが多文化共生の在り方
を深めていきながら、教室におけるすべての子どもたちが学びやす
い環境整備の在り方について考えを深めていく。

国際教育フィールド研
究Ⅰ

この授業は、受講生が、フィールド・スタディの基本概念を理解
し、それぞれが、①自分自身のフィールド・スタディの計画を立案
すること、②クラスメイトの問題関心とアプローチに傾聴し学ぶ活
動を通して将来、教育現場で、文化や価値観の異なる様々なスタッ
フ・保護者とも、友好的で創造的な関係をもって、児童に、より良
い多文化共存の教育環境を提供していけるような人間理解の素地を
養うことを狙いとしている。まず、フィールド・スタディの基本概
念について、理解する。フィールド・スタディのアプローチに、
「観察」、「参与」、「解釈」、「歴史分析」、「自己分析」な
ど、「自分とは異なる他者の実際」に触れ、理解を深めるようとす
る姿勢があることを知る。受講生は、自分の選んだテーマについ
て、問題を掘り下げ、基本文献を読み、４年次の卒業研究の基盤を
築く。初回、全員が問題関心について発表し、各専門分野から教員
がグループ別に指導を実施していく。

（共同方式：橋本・小山・特任教員（戸田）・李紅実の４名の教室
担当教員が全授業回に参加する。４人のうち３年の担任がメイン
ティーチャーを担当し授業全体の統括、及びディスカッションの場
面においてファシリテーション等の役割を担う。）

（橋本美保）
本授業のメインティーチャーもしくはサブティーチャーを担当す
る。特に教育史の立場から専門的な解説・指導を行う。
（小山英恵）
本授業のメインティーチャーもしくはサブティーチャーを担当す
る。特に教育方法の立場から専門的な解説・指導を行う。
（特任教員・戸田孝子）
本授業のメインティーチャーもしくはサブティーチャーを担当す
る。特に教育思想と実践の立場から専門的な解説・指導を行う。
（李紅実）
本授業のメインティーチャーもしくはサブティーチャーを担当す
る。特に異文化間教育の立場から専門的な解説・指導を行う。

共同
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国際教育フィールド研
究Ⅱ

受講生は、「国際教育フィールド研究Ⅰ」で立案した計画に基づ
き、
それぞれの国際教育に関するフィールド研究を実施し、研究のアプ
ローチのカテゴリーにより編成されたグループで、研究のプロセス
を報告し、専門教員の指導のもと、研究を進める。国際理解教育、
日本の教育・諸外国の教育
学校のカリキュラムや教育方法の比較、多文化や多様性の共生のあ
り方などさまざまなテーマについて専門的アプローチにより、グ
ループ内発表のプロセスで考察を深めていく。最後に、全体で、発
表会を行い、研究成果について互いに理解を深めるとともに、将
来、国際理解に基づく多文化共生の教育環境を創造するためのリー
ダーシップを磨く。

（共同方式：橋本・小山・特任教員（戸田）・李紅実の４名の教室
担当教員が全授業回に参加する。４人のうち４年の担任がメイン
ティーチャーを担当し授業全体の統括、及びディスカッションの場
面においてファシリテーション等の役割を担う。）

（橋本美保）
本授業のメインティーチャーもしくはサブティーチャーを担当す
る。特に教育史の立場から専門的な解説・指導を行う。
（小山英恵）
本授業のメインティーチャーもしくはサブティーチャーを担当す
る。特に教育方法の立場から専門的な解説・指導を行う。
（特任教員・戸田孝子）
本授業のメインティーチャーもしくはサブティーチャーを担当す
る。特に教育思想と実践の立場から専門的な解説・指導を行う。
（李紅実）
本授業のメインティーチャーもしくはサブティーチャーを担当す
る。特に異文化間教育の立場から専門的な解説・指導を行う。

共同

環境教育カリキュラム
論

この授業科目では、＜一人の人間にして一人の教師＞という観点か
ら、環境教育とは何か、その環境教育を実践するとはどういうこと
かを問い、考え続ける。その際、持続不可能な社会を象徴する公害
問題の典型である水俣病にコミットメントした田中裕一（1930〜
2003、熊本市立中学校社会科教諭）を取り上げ、彼が水俣病とどの
ように向き合って「水俣病の授業」（1968年）を実践したか、ま
た、そこからその後、環境教育をどのように構想し、新たな教育実
践を創出し展開していったかを、丁寧に注意深く考察する。この深
い事例研究を通して、環境教育のカリキュラムの肝心要に迫る。

環境教育教材論

環境教育における教材は，自然や社会の事物のほか，人間の思考な
ど多様である。それぞれの教材は，可視的－不可視的な違いやロー
カル－グローバルなどの違いがあり教材特性が異なる。環境教育に
関わる教材性を理解し，その教材性を踏まえた環境教育実践を行う
ことが求められる。環境教育に有意な教材を開発し，実践力を高め
ることをねらいとする。また，教材の開発にとどまらず，教材の効
果を検証し，実践の振り返りから一連の実践における教材の位置づ
けを研究論的に理解する。

講義15時間
演習15時間

教育実践概論D

生命誕生から生物の多様性が生まれるしくみ（種分化・種間相互作
用・自然選択など）を学び，地球の生態系の成り立ちを理解する。
近年，地球生態系のバランスがくずれ，様々な問題が顕在化してい
る。その問題の一つである生物多様性の減少について，その要因と
メカニズムについて学び，地球生態系についての理解を深める。さ
らに，生態系・生物多様性の保全について考えていく。
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自然環境調査法

本授業では，自然環境を構成する要素のうち，気圏・地圏環境を中
心に，資料（データ）の収集・観測方法を習得する。その上で資料
を様々な観点から検討・解釈考察を行う。資料についてその収集方
法を習得する。さらに図の作成上の工夫，統計処理の実際について
実習する。実際にデータ整理や作図の体験をした後に，環境教育に
おいてしばしば用いられる統計手法について実習する。それらをふ
まえて，環境教育の研究において「何を主張するために，どのよう
な図（分析法も含む）の工夫をしているか」を各自に実例紹介す
る。

地球環境論

地球上には、土壌、水、大気などの様々な要素から構成される環境
が存在している。昨今重要な関心事項となっている種々の環境問題
には、これらの要素や要素間の相互作用などが関係している。本科
目は、地球規模の物質循環や環境問題を引き起こしている原因など
を学び、環境問題と環境を構成する要素との相互関係についての理
解を深める。また、温室効果や地球温暖化など地球規模で関心の高
まっているトピックスを取り上げ、その要因や環境を構成する要素
との関わり合いについて自然科学的な側面から解説する。

自然環境解析実験

自然環境は様々な生物的・非生物的な相互作用によって成立してい
る。そのため、自然環境や環境中で生じる現象の仕組みを理解する
には、観察や測定を通して定量的に自然環境を捉え、自然環境に存
在する相互作用を読み解く手法を身につける必要がある。本科目
は、環境教育活動や小学校の生活、理科、総合学習（自然環境との
関わり）で扱う内容の基礎的な知識や手法（室内・野外実験を含
む）を学ぶ。また、実際に観測・測定したデータを使って、自然環
境を科学的に評価する方法を学ぶ。

河川環境論

河川環境を生物と人の双方の視点から捉え、河川環境の特性や現実
的な課題、その改善・解決に向けての取り組みについて解説する。
前半では、魚類を中心に水生生物の生理・生態、河川の特性や観
察・観測方法について学習する。後半は、河川環境の現実的な課題
を学んだ上で、多自然川づくりや水辺の自然再生の現状に対する理
解を深め、これからの河川と人との関わり方について考察する。

講義20時間
実習10時間

植物進化生態学

生態系は生物・非生物間の相互作用の上に成り立っており，植物は
最も重要な生態系の構成要素である。本科目は，生態系の中の植物
と動物間の相互作用および，生物種の進化について学び，地球環境
や自然環境の課題について理解を深めるとともに，生態系の中の生
物を観察・考察する能力を習得する。

環境教育概論

まず、環境教育の重要な公的文書を読み、今日の法制度化された環
境教育の基本を、その最新動向を踏まえながら学び、現代環境教育
の根本課題について理解する。次に、その課題をより深く掘り下げ
て考えるために、持続不可能な社会を象徴する公害問題の典型であ
る水俣病を取り上げ、それを鏡・試金石としながら環境教育の拠っ
て立つ土台（基礎と基盤）に立ち返って、＜一人の人間＞として
「環境教育とは何か？」を考える。授業参加者は、学期末に環境教
育に関する自分の考えを「環境教育私論」に論述することを目指
す。

環境教育野外実習

自然度の高い野外環境において，宿泊しながら科学研究作業を行
う。自ら研究課題を設定し，課題に対する解決方法（データ取得，
解析）を考えて，実際にデータを取得し解析した結果をまとめて発
表を行う。本科目は，自然環境の中の環境教育活動，小学校の総合
学習の課題発見や解決方法を指導する知識や方法を学ぶ。
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環境教育演習AⅠ

環境教育研究を実践するために必要な能力と技術を習得する。また
各自の研究報告を通して、プレゼンテーションや議論する能力を向
上させる。授業では、環境教育に関する領域の卒業研究に関連する
文献調査などを各受講者が行う。各自が設定した研究テーマにもと
づき、文献・資料調査、フィールドワークをすすめ、輪番制で中間
報告を行う。

隔年

環境教育演習AⅡ

卒業研究に関わる（目的、方法、結果など）発表や議論を通して、
卒業研究を深化させるために取り組むべき課題や問題点などに対す
る理解を深める。また、他の受講者の発表を聞き、その研究内容に
ついての理解を深めるとともに、研究の進め方、発表の仕方などを
客観的に捉え、各自の卒業研究の参考にする。

隔年

環境教育演習BⅠ

環境教育研究と研究論文の作成を実践するために必要な能力と技術
を習得する。また各自の研究報告をとおして、プレゼンテーション
や議論する能力を向上させる。授業では、各自が設定した研究テー
マにもとづき、文献・資料調査、フィールドワークをすすめ、順次
中間報告を行う。

隔年

環境教育演習BⅡ

卒業研究（目的、方法、結果など）の発表や議論を通して、卒業研
究を深化させるために取り組むべき課題や問題点などを理解する。
また、他の受講者の発表を聞き、その研究内容についての理解を深
めるとともに、研究の進め方、発表の仕方などを客観的に捉え、各
自の卒業研究の参考にする。

隔年

も
の
づ
く
り
技
術
・
技
術

ものづくり技術コース
入門セミナー

本学で学ぶことの意味や，大学生活の過ごし方について考えるほ
か，図書館の使い方や学術情報の検索の方法などを学び，また，社
会・教育界の現状を知ることを通して，卒業後の職業・進路選択を
意識する。さらに，所属する専攻・選修ごとに演習課題が設定され
るので，担当教員の指導を受けながら，文献の読解や，研究成果の
発表，受講者相互のディスカッションなどを行っていく。 
 
（オムニバス方式　全１４回）
（90　大谷忠／３回）材料・加工教育内容の解説等、最終レポート
及び学生授業アンケート
（182　江原遥／3回）情報教育に関する内容紹介、東京学芸大学の
歩みと期待される社会の役割
（91　坂口謙一／3回）技術・職業教育に関する内容紹介、大学生の
危機管理
（160　藤井和人／3回）電気・電子教育に関連した内容紹介、大学
生の学びと研究 、卒業後の進路と生活設計
（92　望月高昭／２回）機械領域に関連した内容紹介、オリエン
テーション

オムニバス方
式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

技術コース入門セミ
ナー

本学で学ぶことの意味や，大学生活の過ごし方について考えるほ
か，図書館の使い方や学術情報の検索の方法などを学び，また，社
会・教育界の現状を知ることを通して，卒業後の職業・進路選択を
意識する。さらに，所属する専攻・選修ごとに演習課題が設定され
るので，担当教員の指導を受けながら，文献の読解や，研究成果の
発表，受講者相互のディスカッションなどを行っていく。 
 
（オムニバス方式　全１４回）
（90　大谷忠／3回）材料・加工教育内容の解説等、最終レポート及
び学生授業アンケート
（182　江原遥／3回）情報教育に関する内容紹介、東京学芸大学の
歩みと期待される社会の役割
（91　坂口謙一／3回）技術・職業教育に関する内容紹介、大学生の
危機管理
（160　藤井和人／3回）電気・電子教育に関連した内容紹介、大学
生の学びと研究 、卒業後の進路と生活設計
（92　望月高昭／２回）機械領域に関連した内容紹介、オリエン
テーション

オムニバス方
式

ものづくり・技術教育
カリキュラム論

本授業は、日本の小学校から高等学校までを一貫した、人間として
尊厳を持って生きるためのものづくり・技術教育を構築するため
の、技術・職業教育学としてのカリキュラム開発の理論の基礎を学
ぶものである。本授業においては、このことに基づき、技術・職業
教育学の基本的枠組みに関する学習（講義形式）のほか、日本の特
徴的な事例を通して、現実の営みとしてのカリキュラムと教育方
法、意義等を学ぶ（演習形式を含む）。主に取り上げる事例として
は、①長野県諏訪市「相手意識に立つものづくり科」など、地方分
権化時代の小学校における地域密着型ものづくり教育の営み、②
「中学生ロボコン」など、中学校におけるSNS世代が牽引する新時代
の技術教育の営み、③高等学校工業科の「実習」を通した若者の成
長など、「生きづらさ」に直面する高校生に自信と希望を育む職業
教育の営み、の三つとする。

講義17時間
演習13時間

ものづくり・技術教育
教材論

普通教育としての技術・エンジニアリング教育におけるものづくり
の考え方を知り、初等教育段階、また中等教育段階に一貫したもの
づくり・技術教育を実施するための実践力とエンジニアリングデザ
インプロセス等の考え方に従ったものづくり実践と教材の定着を図
ることを目標とする。箸やスマホスタンドにおける調査・分析、課
題の設定、設計、製作、成果物の評価を行い、小学校学習指導要領
における「ものづくり」教育の特徴や、中学校学習指導要領技術・
家庭編における教材・題材の考え方について捉えたい。

講義10時間
演習20時間

金属加工概論

材料の選択について，鉄系材料，身近な非鉄金属について理解す
る。また，金属材料の比重と融点，工具材料，加工精度と被削性，
金属材料の切削機構，工具の損耗，仕上げ面生成機構について理解
する。さらに，砥粒加工，旋削，フライス加工，精密加工技術につ
いて理解する。実習では，安全教育を行い，ねじの作製，ねじ切
り，仕上げを行う。また，構想図作成，組立図や部品図等の図面作
成，材料取り，けがき作業，部品製作，部品仕上げ，組立，調整，
仕上げを行う。

講義30時間
実習30時間

基礎製図

ものづくり産業(製造業)の現場で最も重要なものの一つに、製図に
より作成された図面が挙げられる。製図は、設計者が製作物の機能
や構造を技術者に伝達する重要な手法である。本授業では、技術・
ものづくりの教育における指導者の立場から、製作品の設計内容を
指導する上で、必要な寸法や材質、加工の方法などを理解しなが
ら、図面を通して第３者に正しく伝える能力を養う。キャビネット
図、等角図、第三角法による正投影図のような基本的な製図を押さ
えた後、3DCADによる設計まで行う。

講義10時間
実習20時間
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

木材加工の基礎

低炭素社会と木材の利用との関係について学ぶ。また，樹木の実地
観察，木本植物と草本植物，針葉樹と広葉樹，木部組織と年輪構
造，針葉樹材と広葉樹材，セル構造としての木材利用，木材におけ
るナノ構造等の木材の組織構造について理解し，木材のナノ化と新
しい加工等に学ぶ。さらに，木材の基礎的な性質として，木材の種
類，密度測定，膨潤と収縮，含水率測定，木材と水等の関係を通し
て，木材の物理的性質について理解する。また，木材の曲げと変
形，部材の断面形状と強度，部材の使い方と組み方の構造等の木材
の力学的性質について理解する。さらに，木材の切削加工の基礎と
して，木材加工における工具と機械について理解する。

講義20時間
実習10時間

情報処理概論

本授業は、「情報の技術」に関する一般的な事柄を習得することを
目的とする。「生活や社会における問題」を情報の技術を用いて解
決するためには、プログラミングが全ての基礎になる。このため、
プログラミング言語の種類や歴史からはじめ、順次・分岐・反復と
いったプログラムの構造を支える要素について、講義と実習を合わ
せながら学ぶ。また、「ディジタル作品の設計と制作」や、その制
作に必要なネットワーク・双方向性といった事柄の知識も、適宜補
足しながら講義する。

講義10時間
実習20時間

工業技術

固有技術分野である機械、電気、情報、木材加工に、これらを統合
するためのデザイン、工学教育分野を加え、各分野で履修した内容
を基礎とした要点を学修する。講義を中心とするが、演習も課すこ
とがある。本講義は、工学全分野に及ぶため、講義内容に応じてそ
れを専門とする担当者が受け持つ。（オムニバス方式　全１４回）
（江原遥/2回）コンピュータの仕組みと情報技術、情報システム・
通信・セキュリティ
（90　大谷忠/2回）木材と木質材料、木材の加工技術
（91　坂口謙一/3回）工業技術の社会科学的側面と工業教育の意義
（160　藤井和人/3回）電気・電子デバイスの基礎や活用
（92　望月高昭/2回）機械領域におけるエネルギーの変換や伝達
（401　渡津光司/2回）デザインの役割とその技術及び課題

オムニバス方
式

電気回路

直流回路・過渡応答・交流回路を構成する抵抗、コンデンサー、コ
イルの各構成要素に流れる電流を計算により求める基礎的な力を身
につけるため、キルヒホッフの法則やテブナンの定理等を学ぶ。複
素数や微分方程式などが必要な基礎知識となるが、これらについて
も授業内で扱う。学んだ内容に関して理解を深めるため実習・実験
を行う。実習・実験は機器操作の他、市販の電気部品について、浮
遊容量や浮遊抵抗などの影響も詳しく知ることが出来るように構成
している。

講義40時間
実習20時間

栽培

栽培用具や栽培実習における安全性について理解し，食料生産と栽
培学について学ぶ。また，)栽培植物の起源，作物の特徴と種類，作
物の遺伝的改良古典的育種，バイオテクノロジー遺伝子組換作物，
資源植物，耕地生態系等について理解する。さらに，土壌条件，水
条件，気象条件，生物条件・病原菌，生物条件・雑草，農業立地と
景観，種物と播種，苗と移植，土壌管理，施肥管理，水管理につい
て理解する。

講義30時間
実習30時間
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

機械工学の基礎

熱力学，流体力学，材料力学，機構学などの機械工学を構成する科
目を俯瞰した後，機械工学が関係するエネルギーの変換方法および
伝達方法について学習する．エネルギーの変換方法として「水車・
風車などの流体工学的な装置」および「ガスサイクル・蒸気サイク
ルなどの熱工学的な装置」の概略を学習する．エネルギーの伝達方
法として「摩擦伝動機構・歯車機構・リンク機構などのメカニカル
な伝達機構」および「油圧機構などの流体工学的な伝達機構」を学
習する．また「ノギス・マイクロメータを用いた測定実習」を実施
する．同実習は，①ノギス・マイクロメータの使用方法の習熟，②
寸法公差についての学習，③測定結果に基づく被測定物の図面作成
(製図実習)，④実習レポートの作成，⑤実習レポートについての討
論による自己のレポートの客観視　を目的とする．

講義45時間
実習15時間

木材加工の応用Ⅰ

技術科における本授業の位置づけ，加工学習と木材加工の意義など
について理解する。さらに，日本のものづくりと木材加工，社会に
おける木材利用と最新の木材加工について学ぶ。また，課題の調査
を通した既存の製品の分析等をグループで共有しながら行う。さら
に，既存の木材加工技術について，材料、機能、構造、加工の視点
から分析する。さらに，木材加工技術を利用した課題の設定や詳細
設計，模型製作によるプロトタイピング，木材加工技術を利用した
課題の解決等を行う。これらの活動を通して，木材加工における工
具・機械の利用を通した実習を行う。

講義10時間
実習20時間

青年期の職業指導

本授業は、高等学校の工業科担当教員に必要な、人権教育の側面を
持つ職業指導を営むための基本的な教育学的力量を身に付ける。本
授業では、この実現のため、次の二つを到達目標として設定する。
（１）工業科を設置する高等学校、すなわち工業高校において行わ
れる職業指導は、すべての工業高校生に対して、今日のグローバル
化した新自由主義的社会の中で主権者として働こうとする際の理論
的な拠り所となる基本的な知見を育てること、言い換えれば、技
術・職業教育の一環としての真のキャリア教育を目指すべきである
ことが理解できる。（２）このため、高等学校工業科担当教員は、
職場とは、本来、働く者が人間らしく尊厳を持って生きることがで
き、働く者としての誇りと自信、アイデンティティーを育むことが
できるようになる場であるべきと考えることができなくてはならな
いことが理解できる。

ものづくりセミナー

扱う内容ごとに①誤概念などを紹介、問題解決のポイントを説明
し、改善案を含めた、教材作成を含む授業案の作成を課題として与
える。②それをもとに各自何を作るのかを決め、他教科のどの内容
とかかわりがあるのか、ものづくりをすることで何を教えるつもり
なのかといった授業を行う視点を意識させて作成計画をさせる。③
実際に必要なものを準備し、作成する。④作成したものを紹介しつ
つ、何を意図したものなのかといった詳細な内容について発表会を
行う。これを4週間1セットで行い、互いの作品についてディスカッ
ションして理解を深める。

応用情報処理Ⅰ

本授業は、「情報の技術」の中の「ネットワーク」、「双方向性」
に関する事柄を中心に応用を含めて学ぶことを目的としている。「 
生活や社会における問題を，ネットワークを利用した双方向性のあ
るコンテンツのプログラミングによって解決する活動」を行うため
には、「情報通信ネットワーク」についての基礎的な仕組み、およ
び、ネットワークを扱う際に問題になる「セキュリティ」の問題や
典型的な解決方法について理解する必要がある。こうしたネット
ワーク上でのサービスを提供する基礎技術になっているUNIX系OSの
操作からはじめ、Webサーバやデータベースの基礎などを学ぶ。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

工業数学Ⅰ

春学期の「工業数学 I」と秋学期の「工業数学 II」で，微分積分学
の初歩と線型代数学の初歩を講義する．このふたつの科目は科学技
術のための道具としての数学の基礎を提供するものだから，双方を
履修するのを受講生に求める．「工業数学 I」では，数列や関数の
収束の概念を整理し，1 変数実数値関数の微分では高等学校で学ん
だであろう関数にいくつかの関数を追加する．実数値 2 変数関数の
導関数は 1 変数関数の導関数の求め方にもとづいて計算できること
を講義する．微分と積分の計算法に的を絞る．この講義では，高等
学校で学んでいるであろう事柄を受講生が知っているとはしない
で，自己完結型の講義になるようつとめる．

工業物理学Ⅰ

生活的概念と科学的概念について，力を例に物理学の視点での世界
の捉え方を学ぶ。また，静力学の考え方，運動の法則，力学的エネ
ルギーと仕事，運動量と力積、角運動量，円運動，単振動，相対運
動について理解する。さらに，剛体の力学として，慣性モーメント
や剛体のつりあい，剛体の平面運動，剛体の空間運動，剛体の力学
について理解する。

電子工学概論

情報化社会の基盤となっている電気・電子回路、光信号出力・検出
素子、光伝搬素子などの様々な回路の基礎は、アナログ信号を扱っ
た電子回路に関する知識である。本講義は、これに関する理解を深
める内容となっている。前半では、もっとも単純な構造を持つ半導
体素子であるダイオードやトランジスタなどを使った増幅回路など
について学ぶ。後半では、電気回路で学んだ回路素子の機能とは異
なったとらえ方について学ぶ。回路をブロック線図として捉えるの
だが、これは制御を行う際の基礎知識の一つとなる。また、ブロッ
ク線図で表されたものを、オペアンプを使用して実際の回路にする
ことを学ぶ。

電子工学

本講義では、原子・分子の世界の力学の法則である量子力学に基い
て、半導体のエネルギーバンド構造生成のメカニズムについて解説
する。このバンド構造が、コンピューターやスマートフォーンなど
で利用されているトランジスターとかＬＥＤ電球とか太陽光発電な
どでどのような役目を果たすのかについて易しく解説する。また、
半導体の電気抵抗率の温度依存性、半導体に磁場をかけた場合に現
れるホール効果、ｐｎ接合ダイオードの電流ー電圧特性など半導体
の物理的な性質についても解説する。

ものづくり特別演習Ⅰ

電気に関する誤概念の多くは、小学生の時期に形成され、その後の
学習により解消することが大変困難であることが知られている。ま
た、教員も同様の誤概念を持つものがそれなりの割合で存在してい
る。本講義では、まず小学校で行われている発光ダイオード、コン
デンサー、太陽電池などを含んだ電気の内容について理解を深め
る。次に文献を活用し、電気の誤概念に関する理解を深めながら、
授業を行う視点に立ち、指導により誤概念を解消する要点を検討す
る。

ものづくり特別演習Ⅱ

本授業は、ものづくり教育・技術教育・工業科教育に関する教育学
及び機械工学の基礎を実際的に身につけることをねらいとしてい
る。すなわち、教育学・機械工学の一環として、ものづくり・技
術・工業の学校教育に関する学術研究の基礎・基本を習得するもの
である。最終的には本授業の成果を、４年次の卒業論文として活か
すことを目指す。 具体的には、各自の問題関心と先行研究の状況等
に即して、卒業研究の目的・方法・課題に関する構想を立てなが
ら、ものづくり教育・技術教育・工業科教育に関する教育学及び機
械工学の研究方法論の基礎を学ぶ。
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科目
区分

ものづくり特別演習Ⅲ

本授業の目的と方法、本授業の位置づけなどについて理解し，各自
の問題関心の発表および共同討議を個人，グループにおいて実施す
る。また，先行研究の検討として，先行研究の調査，分析を行い，
個人及びグループでの発表を通して，研究の背景の明確化を行う。
また，研究課題の抽出，検討を行い，各自の研究内容の調査，分析
を通して，進捗状況について共同討議を行う。

講義10時間
演習10時間
実習10時間

ものづくり特別演習Ⅳ

機械工学を構成する分野である熱工学もしくは流体工学に関する文
献調査により卒業研究時に必要となる文献調査の方法および現在の
研究の動向を学ぶ．また文献の講読により，熱工学もしくは流体工
学についての理解を深めると共に，論文の全体構成および各部分の
執筆方法（何をどの様に書くべきか）を学ぶ．また，英語で書かれ
たものを対象とした文献調査および文献講読により，科学技術英語
を読む練習とする．正規時間外となるが，希望者を対象として，物
理現象のコンピュータシミュレーションを目的としたプログラミン
グ実習もしくは熱工学実験・流体工学実験を実施する．

講義10時間
演習10時間
実習10時間

ものづくり特別演習Ⅴ

本授業は、すべての子ども・青年たちを対象とする、普通教育とし
ての技術教育に関する教育学の基礎を実際的に身につけることをね
らいとしている。普通教育としての技術教育は、子ども・青年たち
に、学ぶこと、生きること、働くことを統一的に保障する活動であ
るべきである。本授業は、普通教育としての技術教育のこの原則を
主な視点として、小・中・高における技術教育の営みを対象化する
ことを学ぶ。具体的には、履修生各自の問題関心と先行研究の状況
に即して、履修生各自が取り組む技術・職業教育学研究の目的・方
法・課題に関する構想を立てながら、技術・職業教育学研究の研究
方法論の基礎を習得することをめざす。

ものづくり特別演習Ⅵ

本授業では、「情報の技術」としては必須ではなく関わりがそこま
であるわけではないものの、近年の情報処理に多用される人工知
能・ニューラルネットワーク・機械学習などを実装したソフトウェ
アの使い方について学ぶ。原理を理解するためには高度な数学的知
識を必要とするため、本講義の中だけで扱うことは難しい。また、
人工知能を用いたソフトウェア制作で使われるツールは毎年のよう
に状況が変わる。そのため、講義の時点で広く使われているソフト
ウェアを用いて、必ずしも原理の理解を経ずに、ソフトウェアの制
作方法についてのみ学ぶことを目標とする。また、他者と共同で作
業するためには、調査した技術を他者に伝える訓練も必要であるた
め、プレゼンテーションなどの調査資料も作成し、発表を通じて学
ぶ。

講義9時間
演習21時間

機械工学A

流体からのエネルギの変換に関わる基礎的な内容を理解するため，
流体の取り扱いについての理解を目標として学習する．同目標を達
成するため，流体についての質量保存則，運動方程式（前提となる
知識としての流体粒子に作用する力を含む），流体中の物体に作用
する力（前提となる知識としてのポテンシャル関数，流れ関数，循
環を含む）について学習する．また運動方程式の適用例として「粘
性流体の二次元的な流れ」の問題を解く．

機械工学B

流体によるエネルギの伝達に関わる基礎的な内容を理解するため，
流体が保有する運動量やエネルギの輸送について理解する．同目標
を達成するため「流体についての質量保存則」と比較しながら「流
体の運動量の輸送」および「流体のエネルギの輸送」について学習
する．これら2つの輸送と「流体に溶解している物質の輸送」の間に
は相似則が成立するため，「流体に溶解している物質の輸送」につ
いても学習する．また授業中に解くことが可能な適用例として「静
止流体中におけるエネルギの輸送」の問題を解く．
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機械工学C

熱からのエネルギの変換に関わる基礎的な内容を理解するため，工
業熱力学について学習する．同目標を達成するため，「系」などの
基礎的な用語，熱力学第零法則，熱力学第一法則，熱力学第二法
則，および熱力学第三法則などについて学習する．また，理想気体
の過程（等温過程，等積過程，等圧過程，断熱過程）における仕
事・熱量・エントロピ変化などについて学習した後，代表的なガス
サイクル（カルノーサイクルなど）についても学習する．

木材加工の応用Ⅱ

本授業の目的と方法、技術科における本授業の位置づけなどを理解
する。授業では，平かんなによるミクロな切削の世界を通して，木
材加工と伝統技術について学ぶ。さらに，実際にかんなを用いて工
具調整とミクロな切削実習を行う。また，木材加工を通した課題解
決学習では，課題の調査を通した既存の製品の分析を個人やグルー
プで共有しながら行う。さらに，，材料、機能、構造、加工の視点
から，既存の木材加工技術の分析を行い，木材加工技術を利用した
応用課題を設定する。実際に設定した課題を解決するため，CADによ
る詳細設計，模型製作によるプロトタイピング，課題の解決を行
う。課題解決の過程では，工具使用の習熟や機械使用の習熟，工
具・機械を用いた課題の解決を行う。

講義10時間
実習20時間

応用情報処理Ⅱ

本授業では、「情報の技術」のうち、コンテンツを利用者の要求合
わせて適切に提示・表示・検索などを行う基礎技術になっている、
アルゴリズムとデータ構造について深く学ぶことを目的とする。具
体的には、配列などのこれまでのプログラミングでも学んだような
基礎的な構造からはじめ、2分探索や再帰などの仕組みについて学
ぶ。これらの技術は効率的な情報処理の基礎になっており、特に処
理能力が必ずしも高くない携帯端末などで動作させるプログラムで
は有効な知識である。

応用情報処理Ⅲ

本授業では、「情報の技術」のうち、コンテンツを利用者の要求合
わせて適切に提示・表示・検索などを行う基礎技術になっている、
アルゴリズムとデータ構造について深く学ぶことを目的とする。具
体的には、配列などのこれまでのプログラミングでも学んだような
基礎的な構造からはじめ、2分探索や再帰などの仕組みについて学
ぶ。これらの技術は効率的な情報処理の基礎になっており、特に処
理能力が必ずしも高くない携帯端末などで動作させるプログラムで
は有効な知識である。

科学・技術と技術教育
の教材

科学・技術や自然現象を利用した教材を仮定するとともに、その教
材を構成する要素(分野)各々について学習する。これらを学習した
後、各要素(分野)を授業においてどのように提示するか、直感的に
理解させる方法等について考える。また、風力や水力等の自然のエ
ネルギーを利用した教材を例に、物理的性質や圧力等の科学的な原
理・法則を押さえて、技術の仕組みをどう構成していくか考えると
ともに、問題解決の工夫についても捉えていく。

講義10時間
演習20時間

技術教育教師論

本授業は、小・中・高において技術教育を担当する教員に焦点を当
てながら、教職の基本的内容と特徴、意義を考えるものである。本
授業では、（１）最初に、学校教員に関する基本的制度を、①教員
の養成、②教員の採用、③教員の現職研修、の三つの側面から理解
する（２）次に、学校の中での教員の仕事を、①教育（授業運営、
児童・生徒指導など）、②学校運営（校務分掌など）、③研究（授
業改善や教材開発を目指す研究など）の三つの側面から理解する。
（３）そして、中学校技術科教員を主な事例として、技術教育担当
教員の特徴とキャリア形成上の基本的課題を学び、技術教育担当教
員の職に就き、技術教育担当教員として生きる意義を考察する。
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技術・職業教育と情報
技術

中学校技術科を対象とし、普通教育としての情報技術教育の教材に
ついて考える。普通教育としての技術教育では、「技術教育ならで
はの情報教育」、すなわち情報技術教育の授業づくりが重要な課題
とされている。本授業では中学校技術科の「情報の技術」に焦点を
当て、特に①生活や社会を支える情報の技術、②ネットワークを利
用した双方向性のあるコンテンツのプログラミングによる問題の解
決、③計測・制御のプログラミングによる問題の解決についての教
材と授業づくりについて検討する。

講義10時間
演習20時間

工業数学Ⅱ

春学期の「工業数学 I」と秋学期の「工業数学 II」で科学技術のた
めの数学のうち，微分積分学の初歩と線型代数学の初歩を講義す
る．このふたつの科目は科学技術のための道具としての数学の基礎
を提供するものだから，双方を履修するのを受講生に求める．「工
業数学 II」の初めには 2 変数実数値関数の積分を講義する．この
積分の主な話題は定積分の計算法であり，その計算では積分範囲の
特定が解法の決め手であることを知るであろう．これらの講義に続
き，線型代数学の初歩を講義する．その主要部分は 1 次方程式の完
全な解法および行列と行列式の算法である．また，3 次元の空間に
おけるベクトルに対して外積とよばれるだいじな演算についても講
義する．さらに，科学技術の各場面にあらわれる簡単な微分方程式
の解き方もあつかう．「工業数学 I」の場合と同様に，自己完結型
の講義になるようつとめる．

工業物理学Ⅱ

通信の歴史から考える電磁気学や電気伝導性について，物理学の視
点での世界の捉え方について学ぶ。また，電流，静電場，磁場，電
流と磁場，電磁回転、電磁誘導の法則，加速器、直流と交流，電磁
波，マクスウェル方程式について理解する。

技術演習A

本授業は、技術・職業・労働に関する教育学、すなわち技術・職業
教育学の基礎を実際的に身につけることをねらいとしている。技
術・職業・労働に関する教育は、日本を事例として言えば、学校教
育法第1条に定められた「学校」の中の営み、及び文部科学省以外の
省庁が所管する教育研究機関の中や企業内など「学校」外の営みの
二つに区分される。本授業における技術・職業教育学は、この両者
を対象化する。具体的には、履修生各自の問題関心と先行研究の状
況に即して、履修生各自が取り組む技術・職業教育学研究の目的・
方法・課題に関する構想を立てながら、技術・職業教育学研究の研
究方法論の基礎を習得することをめざす。

隔年

技術演習B

機械工学を構成する分野である熱工学もしくは流体工学に関する文
献調査により卒業研究時に必要となる文献調査の方法および現在の
研究の動向を学ぶ．また文献の講読により，熱工学もしくは流体工
学についての理解を深めると共に，論文の全体構成および各部分の
執筆方法（何をどの様に書くべきか）を学ぶ．また，英語で書かれ
たものを対象とした文献調査および文献講読により，科学技術英語
を読む練習とする．正規時間外となるが，希望者を対象として，物
理現象のコンピュータシミュレーションを目的としたプログラミン
グ実習もしくは熱工学実験・流体工学実験を実施する．

隔年
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技術科教育法Ⅰ

本授業は、中学校技術科の教師が、グローバルスタンダードに見合
う普通教育の一環として、技術科の授業を営むのに必要な基本的指
導力を身に付けることを目的としている。技術科の教師は、すべて
の中学生に、テクノロジーに関する確かな資質・能力を発達させ、
Society 5.0（ソサエティ5.0）を創造する、豊かな生きる力を育ま
なくてはならない。本授業の内容は、このことに基づき、大きくは
次の二つの柱から構成する。（１）「技術科」という教科の法的制
度を学ぶ。（２）教材を中核とした、技術科の教師の役割と技術科
の授業づくりの課題を、「生きる力」の育成及びグローバルスタン
ダードに見合う普通教育としての「技術・職業教育（・訓練）」
（国連）の観点から学ぶ。

技術科教育法Ⅱ

本授業は、「中等技術科教育法Ⅰ」に引き続いて、中学校技術科の
教師が、グローバルスタンダードに見合う普通教育の一環として、
技術科の授業を営むのに必要な基本的指導力を身に付けることを目
的としている。技術科の教師は、すべての中学生に、テクノロジー
に関する確かな資質・能力を発達させ、Society 5.0（ソサエティ
5.0）を創造する、豊かな生きる力を育まなくてはならない。本授業
の内容は、このことに基づき、大きくは次の四つの柱から構成す
る。（１）技術科の歴史に関する基本的事項を学ぶ。（２）技術科
の物的条件・人的条件・財政措置に関する基本的事項を学ぶ。
（３）技術科の教育評価・評定に関する基本的事項を学ぶ。（４）
技術科の教師の役割と技術科教師集団の取組を学ぶことを通して、
教材研究を中核とした技術科教師論を深める。

技術科教育法Ⅲ

本授業は、技術科教育法Ⅰ・Ⅱに引き続き、中学校技術科の教員
が、グローバルスタンダードに見合う普通教育の一環として、技術
科の授業を営むのに必要な基本的指導力を身に付けることを目的と
している。技術科の教員は、すべての中学生に、テクノロジーに関
する確かな資質・能力を発達させ、Society 5.0(ソサエティ5.0)を
創造する、豊かな生きる力を育まなくてはならない。本授業では、
このことを基本として、履修生に次のことを期待する。①技術科の
授業づくりの課題について、情報の技術に関する題材を事例とし
て、具体的に考えることができるようになる。②技術科の授業を、
自らが具体的に計画できるようになる。

技術科教育法Ⅳ

本授業の目的と方法、教職課程における本授業の位置づけなどを理
解し，これからの技術科教育の方向性と考え方について学ぶ。ま
た，授業評価を行う上での技術科における題材の考え方，技術科に
おける資質・能力の育成と授業評価の考え方，先端教材を用いた技
術科における授業設計を行う。さらに，設計した授業における学習
評価について考える。

講義20時間
演習10時間

工業科教育法Ⅰ

本授業は、日本の高等学校（以下、高校とする。）の専門学科の一
つである工業科に焦点を当て、今日の高校工業科教育の意義を見通
し、工業科教員の教職の全体を把握しようとするものである。そし
て、このことを目指して、次の３点を到達目標とする。（１）高校
教育における工業科教育の意義と課題を理解する。（２）日本の高
校工業科教育の特質と課題を理解する。（３）高校工業科教育の教
育課程編成の基本視点を身につける。本授業の内容は、このことに
基づき、大きくは次の四つの柱から構成する。①高校工業科及び工
業高校（工業科を設置する高校）の学校教育法制上の位置づけ。②
青年の成長にとっての高校工業科教育の意義と可能性。③諸外国の
中等職業教育システムの特徴。とくに日本の高校工業科教育の特質
と課題を明らかにするための比較教育的視点。④高校工業科の教育
課程編成の基本視点。
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工業科教育法Ⅱ

本授業は、「工業科教育法Ⅰ」に引き続いて、日本の高等学校（以
下、高校とする。）の専門学科の一つである工業科に焦点を当て、
高校工業科の担当教員になるために必要な基本的授業力を身につけ
る。具体的には、本授業では、次の２点を到達目標とする。（１）
高校工業科教育の代表的・典型的な教育実践の検討を通して、質の
高い指導案を作成するための手だてを身につける。（２）高校工業
科教員の教職のやりがいと困難さを理解する。本授業の内容は、こ
のことに基づき、大きくは次の三つの柱から構成する。①高校工業
科教育の代表的・典型的な教育実践について、特に教材の開発と活
用の観点から、その特徴と意義を学ぶ。②各自で望ましい授業の実
現を構想しながら、学習指導案を作成し、模擬授業とその評価等を
通して、各自が構想した授業の有効性等を検証する。③これら①②
に基づき、高校工業科教員の教職の魅力と困難さを学ぶ。

幼
児
教
育

幼児教育コース入門セ
ミナー

本学での勉強を始めるに当たり、本学の学生として社会・教育界か
ら期待されることに思いを致し、合わせて円滑に大学生活に入って
いくために必要な方法を身につける。また、大学での勉学のあり方
は、自ら課題を発見し、自ら考え、自らの言葉で発表するなど、能
動的な姿勢が強く求められる。そのために必要となる文献の読解能
力や、演習等の授業で必要となる発表やディスカッションの方法お
よびレポートの執筆方法などを習得する。 
（オムニバス方式／全14回）
（162　水﨑誠／7回）大学で学ぶことの意義について考える、東京
学芸大学の歴史を知り、期待される社会的役割を意識する、大学で
の学び方の特質（図書館の利用方法、学術情報の収集法など）、大
学生としての危機管理について考える（マルチ商法、カルト宗教、
情報セキュリティーなどの注意喚起を含む）、進路選択を意識して
大学生活をデザインする
（421　山﨑寛恵／7回）幼児教育・保育をみる窓①（幼児の身
体）、幼児教育・保育を見る窓②（幼児の環境とのかかわり）、幼
児教育・保育を見る窓③（幼児の日常生活と学び）、各自の興味・
関心に基づいたレポート作成・発表演習

オムニバス方
式

保育者論

保育者に求められる役割と社会的責任、専門職としての学びや成長
について理解することをねらいとする。この授業科目の履修を通じ
て、受講生が保育者のキャリア形成の過程や職業継続を取り巻く課
題等を理解し、現代の保育者に必要な資質、専門性を説明すること
ができるようになることを到達目標とする。保育者の役割や社会的
責任、専門職としての学びや成長について説明を行う。授業は映像
教材等を活用しながら実施する。

幼児教育学

幼児期の教育に関する基本的な原理や内容を理解することを目的と
する。また、日本や海外における幼児教育の思想と歴史を踏まえ、
教育の意義やあり方を考察する。さらに、現代社会における教育の
現状を把握し、具体的な課題や展望について検討する。 具体的に
は、テキストや著書を読み込み、理論的・概念的な知識を身につけ
るとともに、実践事例や映像資料に触れ、体験的に幼児教育の基礎
を学ぶ。授業内では、受講者同士での対話や協同作業も積極的に取
り入れ、学んだ知識を基に、受講者自らが教育の意義やあり方を子
どもの姿と関連付けて考察できるようにしていく。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

幼児と健康（a）

幼稚園教育要領（幼保連携型認定こども園教育・保育要領）におけ
る、健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を
養う領域「健康」の指導に関わる基礎的な内容を理解することをね
らいとする。
この授業の履修を通じて、乳幼児の心身の健康、身体的発達、生活
習慣の形成、安全な生活、運動発達等を理解し、関連する基礎的な
事項について説明できるようになることを到達目標とする。
幼児の心身の発達、運動発達、基本的生活習慣の形成、安全な生活
について基本的な内容の説明を行う。また、これらに関する乳幼児
期の発達には大人と違った特徴や意義があることを踏まえ、その相
違が指導方法にも関連していることをディスカッションや演習を通
して理解する。

幼児と健康（b）

幼稚園教育要領（幼保連携型認定こども園教育・保育要領）におけ
る、健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を
養う領域「健康」の指導に関わる基礎的な内容を理解することをね
らいとする。
この授業の履修を通じて、乳幼児の心身の健康、身体的発達、生活
習慣の形成、安全な生活、運動発達等を理解し、関連する基礎的な
事項について説明できるようになることを到達目標とする。
幼児の心身の発達、運動発達、基本的生活習慣の形成、安全な生活
について基本的な内容の説明を行う。また、これらに関する乳幼児
期の発達には大人と違った特徴や意義があることを踏まえ、その相
違が指導方法にも関連していることをディスカッションや演習を通
して理解する。
（オムニバス方式／全７回）
（10　吉田 伊津美／１回）
幼児期の健康課題
（5　鈴木 聡／２回）
幼児期の身体的・生理的機能・運動発達及び運動遊び経験と心理的
発達
（69　高橋 宏文／２回）
多様な動きの理解と運動コントロール能力との関係及び日常生活に
おける身体活動
（65　佐藤 善人／２回）
遊びとしての運動と安全面への配慮及び幼児期の「健康」に関わる
経験と小学校への接続

オムニバス方
式

幼児と人間関係（a）

領域「人間関係」の指導の基盤となる、幼児の人と関わる力の育ち
に関する専門的知識を演習を通して修得することを目的とする。乳
幼児期の自立心・協同性・道徳性・規範意識の重要性について関係
発達論的視点から理解し、具体的な事例についてのディスカッショ
ンを通して、他者や集団との関係の中で人と関わる力が育つことを
学ぶ。
乳児期については、育つ人と関わる力の発達について、身近な大人
との関係から理解し、幼児期の遊びや生活の中で育つ人と関わる力
の発達について、保育者との関係、幼児との関係、集団の中での育
ちを観点として理解を深める。また、自立心・協同性・道徳性・規
範意識の育ちについて、発達の姿と合わせて考える。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

幼児と人間関係（b）

本演習では『幼稚園教育要領』における領域「人間関係」の指導の
基盤となる、幼児の人と関わる力の育ちに関する専門的知識の修得
を目標とする。乳幼児期の自立心・協同性・道徳性・規範意識の重
要性について関係発達論的視点から理解し、具体的な事例について
のディスカッションを通して、他者や集団との関係の中で人と関わ
る力が育つことを学ぶ。
（オムニバス方式／全7回）
（421　山﨑寛恵／1回）
乳幼児期の人間関係への視座―家族・子ども同士・地域との関わり
（421　山﨑寛恵／2回）
自立心の発達
（421　山﨑寛恵／3回）
協同性の発達
（421　山﨑寛恵／4回）
道徳性・規範意識の芽生え
（83　橋本創一／5回）
遊びと人間関係
（83　橋本創一／6回）
個と集団の育ち
（83　橋本創一／7回）
学童期の育ちへのつながり

オムニバス方
式

幼児と環境（a）

本演習では『幼稚園教育要領』における領域「環境」に関する専門
的知識の修得を目標とする。
現在の乳幼児を取り巻く環境や、発達に即した乳幼児の関わりにつ
いての専門的事項をふまえて、領域「環境」のねらいと内容につい
て、視聴覚教材による具体例を提示しながら理解を深める。また、
幼児が感性を働かせ、知識・技能を身に付けるための環境構成・教
材の工夫について学ぶ。さらに，発達に即して主体的・対話的で深
い学びが実現する過程を踏まえ、領域「環境」の具体的な指導場面
を想定して保育を構想する力を身に付けることを目指す．

幼児と環境（b）

幼稚園教育要領における領域「環境」の指導の基礎となる専門的事
項を理解することをねらいとする。この授業の履修を通して、幼児
を取り巻く環境と現代的課題、幼児の発達にとっての環境の意義、
環境との関連における幼児期の思考・科学的概念の発達を理解する
とともに、演習を通して環境との関わりについての感性を養い、知
識・技能を身につける。　

（オムニバス方式／全7回）
（161　平野麻衣子／1回）
幼児を取り巻く環境と発達における環境の重要性
（64　小森伸一／1回）
体験を通した幼児の学び
（36　原健二／1回）
幼児の生物との関わり
（108　澤田康徳／1回）
幼児の自然事象との関わり
（42　前田優／1回）
幼児の化学的事象との関わり
（104　南浦涼介／1回）
幼児と社会・文化・情報環境
（89　吉冨友恭／1回）
身近な環境を活かした教育実践

オムニバス方
式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

幼児と言葉（a）

幼児の豊かな言葉とその基盤となる感覚を育てる保育実践や教材に
ついて知識を身に付ける。言葉のはたらき及び幼児が豊かな言葉や
表現を身に付け、想像する楽しさを拡げるための基盤やその過程を
理解する。またその育ちを促す保育実践の基礎的知識を身に付け
る。幼児の育ち・学びと言葉、言葉のはたらき、言葉によるコミュ
ニケーション、言葉の発達過程、言葉の育ちと環境、言葉を育てる
教材・活動について学ぶ。

幼児と言葉（b）

領域「言葉」の指導の基盤となる専門的内容について理解すること
をねらいとする。言葉の発達等の理解に基づき、言葉に関する保育
活動の実際を体験しながら、幼児の言葉を豊かに育む実践力を身に
付ける。幼児の言葉による表現やその発達の姿を、関連する音声や
映像をもとに理論的に学ぶ。次に、絵本の読み聞か
せや言葉遊びなどの実践を体験する中で、保育における言葉の活動
で必要な力を獲得していく。言葉の教育における幼小の連続につい
ても学ぶ。

（オムニバス方式／全7回）
（162　水﨑誠／1回）
幼児の言葉による表現と保育
（12　白勢彩子／3回）
言葉の発達①（乳児期）、言葉の発達②（幼児期）、保育と絵本の
読み聞かせ
（14　中村和弘／3回）
幼児の生活における言葉、幼児と言葉遊び、幼児～学童期における
言葉の教育のつながり

オムニバス方
式

幼児と表現A（a）

幼稚園教育要領等に示された領域「表現」の指導に関する専門的事
項について、主として音楽表現の面から理解することをねらいとす
る。乳幼児の音楽表現の特性・発達等を理解し、音楽表現活動の実
際を体験的に学び、乳幼児の表現を豊かに育む保育実践力を身に付
ける。　領域「表現」における音楽表現の位置づけを説明し、乳幼
児の音楽表現の特性・発達、遊びや生活における音楽とのかかわり
について、映像等を用いて教授する。次に、音楽実践の実際につい
て理論をもとに、体験的に学ぶ中で、乳幼児の音楽表現に即した保
育実践力を獲得していく。

幼児と表現A（b）

『幼稚園教育要領』における領域「表現」の基本を踏まえ、主とし
て音楽表現の面から理解することをねらいとする。幼児の音楽表現
の特性・発達等を理解し、音楽表現活動の実際を体験的に学び、幼
児の表現を豊かに育む保育実践力を身に付ける。音楽表現における
幼児～学童期への学びの連続性についても学ぶ。

（オムニバス方式／全7回）
（162　水﨑誠／1回）
領域「表現」の基本理解と幼児の音楽表現の特性・発達
（130　石川裕司／1回）
幼児の遊びや生活における音楽とのかかわり
（49　小林大作／2回）
幼児の表現を支える理論と音楽実践①（身体感覚と表現）②（楽し
さと感動）
（131　石﨑秀和／2回）
幼児の表現を支える理論と音楽実践③（情動とイメージ）④（協働
と共感）
（130　石川裕司・162　水﨑誠／1回）
幼児～学童期における音楽表現の学びの連続性とまとめ

オムニバス方
式
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

幼児と表現B（a）

幼児の表現の姿やその発達を理解する。幼児の表現を支えるため
に、主に造形表現に関する基礎的な知識・技能を修得するととも
に、豊かな感性を育む。領域「表現」の指導に関する、幼児の表現
の姿やその発達及びそれを促す要因、幼児の感性や創造性を豊かに
する様々な表現遊びや環境の構成などについて実践的に学び、乳幼
児期の表現活動を支援するための知識・技能、表現力を身に付け
る。「領域「表現」のねらい及び内容の理解、表現に出会う、表現
とは何か」「自然／素材／多様な表現との対話」「季節や行事を活
かした表現」「ICT を活用した表現活動」「イメージを表現す
る」、について学ぶ。

幼児と表現B（b）

『幼稚園教育要領』における領域「表現」の基本を踏まえ、主とし
て造形表現の面から理解することをねらいとする。幼児の造形表現
の発達の姿等を理解し、様々な造形表現活動を体験的に学び、幼児
の表現を豊かに育む知識・技能、表現力を身に付ける。領域「表
現」における造形表現の位置づけを説明し、幼児の造形表現につい
て特性やその発達を理論的に教授する。次に、様々な幼児の造形表
現活動の実際について体験的に学んでいく。 

（オムニバス方式／全7回）
（162　水﨑誠／1回）
『幼稚園教育要領』における領域「表現」と造形表現
（54　相田隆司／1回）
幼児のありようと表現の現状
（135　笠原広一／1回）
幼児の造形表現の発達と保育実践
（136　西村徳行／1回）
幼児の造形表現活動①（遊びと造形）
（55　朝野浩行／1回）
幼児の造形表現活動②（素材と表現）
（60　花澤洋太／1回）
幼児の造形表現活動③（描画と表現）
（162　水﨑誠・134　笠原広一／1回）
全体討議とまとめ

オムニバス方
式

乳幼児心理学

本演習では次の三点を目標とする。第一に、保育実践に関わる発達
理論等の心理学的知識を踏まえ、発達を捉える視点について理解す
る。第二に、子どもの発達に関わる心理学の基礎を習得し、養護及
び教育の一体性や発達に即した援助の基本となる子どもへの理解を
深める。第三に、乳幼児期の子どもの学びの過程や特性について基
礎的な知識を習得し、保育における人との相互的関わりや体験、環
境の意義を理解する。授業では、グループでの報告やディスカッ
ションを交えながら、乳幼児期の主な心理特性の発達過程を、関連
する理論や実証研究を取り上げながら追っていく。また、乳幼児の
学びの実態を具体例を通して確認し、保育実践と結びつけて理解を
深める。

幼児の健康指導研究

子どもの心身の健康増進を図る保健活動の意義、子どもの身体的な
発育・発達と保健、子どもの疾病とその予防方法及び他職種間の連
携・協働の下での適切な対応について理解することをねらいとす
る。受講生が子どもの健康と保健活動について説明することができ
るようになることを到達目標とする。子どもの保健についての説明
を行う。授業はテキストと配布資料を活用しながら実施するととも
に、子どもの保健の現状と課題について調べたことを発表する授業
を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

乳児保育Ⅰ

乳児期・低年齢児期は人の一生の中で最も心身の成長・発達が著し
い時期であり、基本的信頼感の獲得や人格の基礎を形成する重要な
時期である。したがって、保育者にはていねいな養護と愛情のある
かかわりが求められる。そのことを基本にして、保育所保育指針に
示される保育の全体構造や０歳児・３歳未満児の発育・発達、生活
と遊びについて理解し、必要な援助とともに乳児保育の知識や技術
を学ぶことを本講義の目的とする。乳児の感覚や運動の発達を理解
し、愛着行動、自発性、発達と保育および保育実施上の保健と安全
を理解し、乳児期の個別性や配慮、環境構成の重要性等について学
ぶ。保育所保育指針解説書を理解する。

保育原理

保育という営みについて幅広い観点から学びを深め、保育者の専門
性の根幹をなす基礎的な素養を身につけることを目的とする。特に
（１）保育をめぐる今日的状況をはじめ、（２）保育に関わる法律
や制度、（３）児童福祉と保育の理念、（４）保育の具体的な内容
や方法、（５）保育の歴史・思想、（６）保育者の専門性、（７）
保護者支援と子育て支援、（８）特別な配慮を必要とする子どもと
保護者への対応、といった内容に関わる基礎的知識を習得する。子
どもたちの主体的な育ちを支える保育のあり方を探求するために必
要とされる保育の原理を多角的に検討する。具体的には（１）保育
をめぐる今日的状況、（２）保育に関わる法律や制度、（３）児童
福祉と保育の理念、（４）保育の具体的な内容や方法、（５）保育
の歴史・思想、（６）保育者の専門性、（７）保護者支援と子育て
支援、（８）特別な配慮を必要とする子どもと保護者への対応、に
ついて学ぶ。

子ども家庭支援の心理
学

家族・家庭の意義や機能を理解するとともに、親子関係や家族関係
等について生涯発達的な観点から理解し、子どもとその家庭を包括
的に捉える心理学的視点を習得することを目標とする。 
まず，乳幼児期から老年期までの人の発達過程を知ることを通し
て，生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得する。次に，現
代社会における家族・家庭の意義や機能を理解するとともに，子育
て家庭をめぐる現代の社会的状況と課題について学ぶ。さらに，子
どもの心身の健康と保健について理解し，子どもの生活環境，子ど
もの精神的健康などについて学ぶ。

保育内容総論

園全体を通して総合的に指導するという考え方を理解し、環境を構
成し、実践するために必要な知識を身に付ける。子どもの発達を踏
まえた子ども理解に基づき、園生活の中でどのような経験をしてい
るかについて学び、特に遊びを通して育つことを理解する。「幼稚
園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・
保育要領」における保育の目標・発達・保育内容を関連付けて理解
し、子どもの発達の特性を踏まえ、保育を構想、実践することを学
修する。保育実践についての視覚教材の活用、模擬保育の実施にあ
たってのグループワークを行う。

社会福祉原論Ⅰ

＜社会福祉＞が実は多くの人々にとって身近であり、多様な世界が
あることをを基本に据えながら、１．現代社会における福祉制度と
福祉政策について、２．社会福祉の原理をめぐる理論と哲学につい
て、３．社会福祉政策におけるニーズと資源について、講義する。
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音楽表現

子どもの心身の発達や子どもを取り巻く環境等と、『幼稚園教育要
領』『保育所保育指針』等に示される保育内容を理解した上で、子
どもの生活と遊びを豊かに展開するために必要な知識や技術（教材
の取扱いや環境構成のための知識・技術を含む）について、音楽を
中心として実践的に習得する。乳幼児の生活と遊びにおける体験の
例として、音・音楽に親しむ体験を中心に取り上げて、実践的に学
ぶ。テキストの教材曲集に従い、保育現場で取り扱われる基本的な
歌を実際に確認することで実践的に学ぶ。

造形表現

造形による表現は、子どもの生活にとって大切な「環境」を提供し
ており、こうした活動にかかわる指導者が、造形表現への苦手意識
や、子どもの表現を大人の思い描く「鋳型（いがた）」にはめよう
とする意識をもっていては、子どもの主体性を育むことはできな
い。本授業では、さまざまな造形表現の実習を通して、受講生自ら
が活動を十分楽しみながら、子どもの造形表現の題材や指導法を身
に付けていく。造形活動における、①「材料（場所）」、②「操作
（行為）」、③「イメージ（思い）」の３つの要素から、自分で感
じたり、つくったり、表したり、鑑賞したりする活動を楽しみなが
ら行う。また、子どもの作品、映像、写真なども資料にして具体的
に事例を紹介していく。

幼児体育特講

幼児期の運動発達の特徴を知るとともに、幼児期における運動の意
義を明らかにすることを目的とする。また、幼児期の運動経験のあ
り方・運動指導のあり方について理解し、ふさわしい運動指導、幼
児へのかかわりができることを目指す。幼児期には、大人とは違っ
た身体的機能的特徴がある。幼児期における運動の意義、運動と人
格的な発達との関係、運動指導の基本的な考え方などについて学習
する。また、遊びの捉え方を明確にしながら、遊びとしての運動指
導のあり方について考えていく。

幼児心理学演習

本演習では、乳幼児期の観察と記録、面接、実験、質問紙調査な
ど、保育・幼児教育の実践に関わる研究報告や論文を読み、幼児の
行為理解や保育の質の向上につながる研究の内容・方法について理
解することを目標とする。
幼児期の人間関係や規範意識の芽生えに関する観察研究、言語や概
念獲得の実験研究、遊びや生活の実態に関わる質問紙調査、保護者
や保育者に対する面接調査などを，文献講読、報告、討論すること
によって、保育・幼児教育実践に関わる研究の目的とそれに応じた
研究法への理解を深める。

子ども家庭支援論

本講義の目標は次の４点である。１．子ども家庭支援の現状と課題
について、具体的に述べることができる。２．子ども家庭支援の意
義と目的について理解し、説明できる。３．子ども家庭支援におけ
る保育士の基本姿勢と専門職倫理について理解し、説明できる。
４．地域の資源の活用と関係機関の連携について、具体的に述べる
ことができる。
近年、子どもと家族が抱える困難さや課題は多様かつ複雑さを増
し、悩みや不安を抱えながら子育てをしている保護者が少なくな
い。この授業では、子どもと保護者、地域の３つの視点から子ども
家庭支援の意義と役割について理解し、保育の専門性を活かした支
援の方法や支援体制について具体的に学ぶ。
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子どもの健康と安全

本講義の目標は次の５点である。１　保育における保健的観点を踏
まえた保育環境や援助について理解する。２　関連するガイドライ
ンを理解し、保育における衛生管理、感染症対策、事故予防と安全
対策、危機管理、災害対応について理解する。３　子どもの発達の
状態等を把握し、児に適切な保健的対応を理解する。４　子どもの
体調不良等に対する適切な対応を理解する。５　子どもの健康や安
全管理に関わる取り組みや保健活動、評価について理解する。授業
を通して、保育における衛生管理、感染症対策、事故予防と安全対
策、危機管理、災害対応、子どもの発達の評価と児に適切な保健的
対応を理解する。また、子どもの体調不良等に対する適切な対応に
ついて、子どもの健康や安全管理に関わる取り組みや保健活動、評
価について理解する。

障害児保育

本講義は障害児保育に関する基本理念や歴史的変遷を踏まえなが
ら、ダイバーシティ・インクルージョン社会の実現に向けた障害児
保育（ダイバーシティ・インクルージョン保育）制度に関する基本
的な知識を習得する。その上で子ども一人ひとりの発達に応じた保
育実践、特に特別なニーズを踏まえた環境構成および支援方法につ
いて、個別の支援計画や園内委員会・ケース会議等を通して実践に
必要な知識や技能を習得する。さらに子ども一人ひとりの地域生活
の質の向上を図るための家庭および地域社会、関係機関との連携・
協働について理解を深め、現代の幼児教育・保育システムにおける
障害児保育の現状や課題について思考する。 本科目では「保育所保
育指針」等における保育の目標・発達・保育内容を基本に、障害等
の多様な特別なニーズを踏まえながら障害児保育（ダイバーシ
ティ・インクルージョン保育）を構想して実践するために保育者に
求められる知識・技能の習得を目指す。

保育臨床相談

本演習では、保育・教育現場で求められる相談ニーズや子どもの発
達にふさわしい相談・支援の考え方や実際を、演習を通して学ぶこ
とによって，保育実践における幼児理解と保育・教育相談の理論と
実際について理解することを目的とする。
日々の保育およびその線上に保育・教育相談を位置づけ、様々な子
どもの特長やニーズと発達について知り、相談やコンサルテーショ
ンを行うための具体的な方法を習得する。また、実際に保育の場で
よくある相談内容を知り、ディスカッションを交えて考えること
で、保育・教育相談の基礎知識を身につける。

基礎音楽Ⅰ

個々の学生の音楽的な感覚や表現力、創造力を高め、幼児が楽しく
身体表現や歌唱表現、リズム楽器による表現活動を行うことを援助
できるような資質・能力を養うため、その基盤となる音楽の基礎知
識と技能を習得する。主として「歌唱の基礎」「ピアノの基礎」
「弾き歌いの基礎」を取り上げる。受講生の音楽力をもとに３つの
グループ分けをつくり、指導をおこなっていく。
（田城章子）
受講者Aグループを対象に、音楽の基礎知識と技能に関するレッスン
を行う。
（武内喜久子）
受講者Bグループを対象に、音楽の基礎知識と技能に関するレッスン
を行う。
（水﨑誠）
受講者Cグループを対象に、音楽の基礎知識と技能に関するレッスン
を行う。

共同
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基礎音楽Ⅱ

「基礎音楽Ⅰ」の理解に基づき、個々の学生の音楽的な感覚や表現
力、創造力を高め、幼児が楽しく身体表現や歌唱表現、リズム楽器
による表現活動を行うことを援助できるような資質・能力を養うた
め、その基盤となる音楽の基礎知識と技能を習得する。基礎から保
育展開の具体に迫る。「基礎音楽Ⅰ」と同様に、主として「歌唱の
基礎」「ピアノの基礎」「弾き歌いの基礎」を取り上げる。受講生
の音楽力をもとに３つのグループ分けをつくり、指導をおこなって
いく。
（田城章子）
受講者Aグループを対象に、音楽の基礎知識と技能に関するレッスン
を行う。
（武内喜久子）
受講者Bグループを対象に、音楽の基礎知識と技能に関するレッスン
を行う。
（水﨑誠）
受講者Cグループを対象に、音楽の基礎知識と技能に関するレッスン
を行う。

共同

幼児音楽演習

保育に必要とされるピアノ弾き歌いの技術を習得することを主な目
的とする。コードで弾き歌いができるようになれば，保育は広が
る。楽譜通りに弾くことも必要だが，コードで臨機応変に弾くこと
も必要なのである。授業では，基礎的楽典も整理しながら，コード
伴奏を体験的に学ぶ。また同時に「楽譜の通りに伴奏する」ことも
おこない，コード伴奏との違いについても学ぶ。 メジャーコードと
マイナーコードの基本理解に基づき、セブンスコードにまで理解を
広げる。またコードの伴奏を切り口として、幼児の表現を育むため
の伴奏の意義についても考究していく。

乳児保育Ⅱ

本演習の目標は、次の４点である。１．3歳未満児の発育・発達の過
程や特性を踏まえた援助やかかわりの基本的な考え方について理解
し、説明できる。２．養護及び教育の一体性を踏まえ、3歳未満児の
生活や遊びと保育の方法及び環境について、具体的に理解し、説明
できる。３．乳児保育における配慮の実際について具体的に理解
し、説明できる。４．上記を踏まえ、乳児保育における計画の作成
について、具体的に理解し、説明できる。
テキストやビデオ教材を基に新生児から３歳未満児の発達と保育を
学び、乳児保育に携わる保育者として必要な理論、知識、技術のに
ついて具体的事例を通して理解を深める。乳児保育の特質を十分、
理解し、実践力を養う。

社会的養護Ⅰ

本講義の目標は、次の４点である。1.社会的養護の意義及び歴史的
変遷を理解する。2.社会的養護と児童家庭福祉との関連性と権利擁
護を理解する。3.社会的養護の実施体系を理解し、社会的養護の実
際を知る。4.社会的養護の現状と過程を理解する。 
本講義では、保育者として子どもの社会的養護について基本的知識
を体系的に理解し、一人ひとりが現代社会における養護問題への視
点と保育者としての子ども観、養護観を習得する。

社会的養護Ⅱ

次の１～４について理解することにより、子どもの生活基盤を支
え、子どもの健やかな成長・発達を保障する保育者の役割と実践内
容について説明する力を習得する。１．社会的養護の基礎となる理
念や基本原理、実践について体系的に理解する。２．社会的養護の
実際について理解する。３．社会的養護を必要とする子ども一人ひ
とりのニーズや課題の評価と計画、日常生活や自立に向けた支援に
ついて理解する。４．子どもの権利擁護と虐待防止、家庭支援、保
育士の専門職倫理及び責務について理解する。
この授業では、社会的養護の内容と実際、支援計画の作成・記録・
自己評価、社会的養護に関わる専門的知識及び技術とその実践、家
庭支援、今後の課題と展望について、演習形式で学ぶ。
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小児栄養演習

本講義の目標は、次の５点である。1．健康な生活の基本としての食
生活の意義や栄養に関する基本的知識を説明できる。2．子どもの発
育・発達と食生活の関連について説明できる。3．養護及び教育の一
体性を踏まえた保育における食育の意義・目的、基本的考え方、そ
の内容等について説明できる。4．関連するガイドラインや近年の
データ等を踏まえ、特別な配慮を要する子どもの食と栄養について
説明できる。5．家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題に
ついて指摘できる。 
子どもに関わる者にとって、子どもの食と栄養についての正しい知
識は不可欠である。子どもの栄養のみならず、幅広く食育について
の知識も習得する。また、「食べる喜び」は、年齢を問わず与えら
れるべきものであるが、特定の食品に触れたり、吸い込んだり、摂
取することにより心身に様々なアレルギー症状が起こる「食物アレ
ルギー」について、その原因やメカニズム、対処方法等を専門的に
解説する。

保育実習ⅠA

保育所の役割や機能を具体的に理解して、観察や子どもとの関わり
を通して子どもへの理解を深める。次に既習の教科目の内容を踏ま
え、子どもの保育及び保護者への支援について総合的に理解し、保
育の計画・観察・記録及び自己評価等について具体的に理解する。
さらに保育士の業務内容や職業倫理について具体的に理解する。
保育所での体験的学習を通して、保育所における子どもの生活や育
ちへの理解を深め、また現代の保育所で求められている役割、そこ
での保育士の職務について学ぶ。保育所において、保育の観察、保
育への参加、部分実習の実施などを通して、具体的な乳幼児の姿を
理解し、保育士としての実践を行う。
（市川良子）
受講者Aグループを対象に、実習先における個別指導により学びを深
める。
（平野麻衣子）
受講者Bグループを対象に、実習先における個別指導により学びを深
める。

共同

保育実習ⅠB

児童福祉施設等の保育を体験的に学習することを通じて、子どもへ
の理解を深めるとともに、児童福祉施設等の機能や役割、保育士の
業務内容及び、職業倫理、他職種とのチームワーク等について具体
的に学ぶ。児童福祉施設等における保育士及び子どもの生活を通し
て、子どもの状態に応じた支援の実践力を養う。また、実習施設の
職員からのスーパービジョンにより学びを深め、自己課題を明確に
し将来の保育士としての自覚を得る。

保育実習指導Ⅰ

本講義においては，保育実習（保育所，施設）を円滑に進めていく
ための知識・技術を習得し，学習内容・課題を明確化することをね
らいとしている。そのために，保育実習の意義を理解し，保育士と
しての資質を育てることを目指し，有意義な保育実習を行うための
事前・事後指導を行う。初めての保育実習に向けて，児童福祉施設
の種類とその機能などについて学ぶ。そして保育士になるための保
育実習の目的について理解する。また，実際に保育実習に向けての
準備として，保育実習の意義や目的・内容の理解をするとともに保
育実習の方法についても学ぶ。また，実習に向けての心構えや，実
習中の記録の取り方，実習日誌の書き方などについても学ぶ。そし
て，実習を通して自分の学習目標を明確化する。

共同
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保育実習Ⅱ

保育所の役割や機能について，具体的な実践を通して理解を深め
る。具体的には，これまでの大学での学びや保育実習の経験を踏ま
え，実習の自己課題を明確にした上で，保育の計画・実践・観察・
記録等について，実際に取り組み，保育の理解を深める。また，現
代の子育て支援についても理解する。保育実習の学習に基づき，保
育施設における乳幼児と実際のかかわりを通して，一層の幼児理解
を図るとともに，乳児・幼児の成長発達に即して実践できる能力を
養う。また，さまざまな年齢の保育士と接することなどにより，社
会的，今日的課題を体験し，将来の保育士としての自覚をもつ。実
際に、指導計画の作成・実践・観察・記録・評価を実践して、体験
的に学んでいく。
（杉本真由美）
受講者Aグループを対象に、実習先における個別指導により学びを深
める。
（平野麻衣子）
受講者Bグループを対象に、実習先における個別指導により学びを深
める。

共同

保育実習指導Ⅱ

本科目では，保育実習Ⅱを有意義なものとするための事前・事後指
導を行う。保育士としての資質を育むとともに、保育所の役割や機
能，保育所の現状と課題，子育て支援について幅広く理解すること
を目的とする保育実習Ⅱに向けて，必要な基礎的事項を理解する。
また，保育実習Ⅰでの学びや大学での学びを各自が振り返り，自己
課題を明確にする。実習に向けての準備として，保育の計画・実
践・観察・記録等を実践できるよう，保育の構想，指導計画の書き
方や記録の取り方，観察のポイントなどを相互に学習する。事後指
導では，実習体験を振り返り，成果と今後の課題を明確にする。

幼児教育特論

本講義では，保育実践現場での今日的状況や課題について多様な側
面から理解を深め，その解決や今後に向けて思考する力を養うこと
を目的とする。保育実践に関わる話題や議題を提案し，その背景に
ある理論や状況を多面的に理解すると共に，受講者同士の対話を通
して，創造的に解決したり今後の展望を抱いたりできるような道を
探究する。

幼児教育演習AⅠ

本演習は、幼児教育における最近の動向について理解し、各自が関
心のあるテーマを見出し、その検討を通して専門的知識を深めるこ
とを目標とする。幼児教育に関連する学会誌等の論文購読を行い、
幼児教育学、幼児心理学、保育内容学など各教員が専門としている
研究領域を取り上げて解説し、自らの研究関心を明確にする。ま
た、論文検索の方法についても学ぶ。

（共同方式：４名の教員が全授業回に参加する）
（吉田伊津美）
保育内容「健康」を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。
（水﨑誠）
保育内容「表現」を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。
（平野麻衣子）
幼児教育学を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。
（山﨑寛恵）
幼児心理学を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。

隔年・共同
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幼児教育演習AⅡ

本演習は、幼児教育に関し、自ら関心のあるテーマについて課題を
明らかにし、課題解決の方途を学び、幼児教育における実践的・応
用的能力を身に付けることを目的とする。先行研究等を参考にしな
がら課題解決のための方法論を検討し、実際に調査等を実施、考察
する。

（共同方式：４名の教員が全授業回に参加する）
（吉田伊津美）
保育内容「健康」を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。
（水﨑誠）
保育内容「表現」を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。
（平野麻衣子）
幼児教育学を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。
（山﨑寛恵）
幼児心理学を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。

隔年・共同

幼児教育演習BⅠ

本演習は、幼児教育における最近の動向について理解し、各自が関
心のあるテーマを見出し、その検討を通して専門的知識を深めるこ
とを目標とする。幼児教育に関連する学会誌等の論文購読を行い、
幼児教育学、幼児心理学、保育内容学など各教員が専門としている
研究領域を取り上げて解説し、自らの研究関心を明確にする。ま
た、論文検索の方法について学ぶ。

（共同方式：４名の教員が全授業回に参加する）
（吉田伊津美）
保育内容「健康」を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。
（水﨑誠）
保育内容「表現」を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。
（平野麻衣子）
幼児教育学を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。
（山﨑寛恵）
幼児心理学を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。

隔年・共同

幼児教育演習BⅡ

本演習は、幼児教育に関し、自ら関心のあるテーマについて課題を
明らかにし、課題解決の方途を学び、幼児教育における実践的・応
用的能力を身に付けることを目的とする。先行研究等を参考にしな
がら課題解決のための方法論を検討し、実際に調査等を実施、考察
する。

（共同方式：４名の教員が全授業回に参加する）
（吉田伊津美）
保育内容「健康」を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。
（水﨑誠）
保育内容「表現」を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。
（平野麻衣子）
幼児教育学を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。
（山﨑寛恵）
幼児心理学を中心とし、上記の趣旨で演習を行う。

隔年・共同
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保育内容「健康」（a）

幼稚園教育において育みたい資質能力について理解し、幼稚園教育
要領に示された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「健康」のねらい
及び内容の基本的な内容を理解することをねらいとする。
この授業の履修を通じて、幼児の発達や学びの過程を理解し、主体
的・対話的で深い学びが実現する過程を踏まえて、領域「健康」に
関わる具体的な指導場面を想定した保育を構想する方法を身に付け
ることを到達目標とする。
幼稚園教育要領（幼保連携型認定こども園教育・保育要領）に示さ
れる領域「健康」のねらい及び内容について、教師が子どもの育ち
をどのように支え指導を行っていくのか、その意味や役割について
説明を行う。また、指導に関する知識や技能を身につけるためにグ
ループワーク・演習を通して教材研究、指導案を作成し、模擬保育
を行う。さらに模擬保育に対する反省や評価等の振り返りを行う。

保育内容「健康」（b）

幼稚園教育において育みたい資質能力について理解し、幼稚園教育
要領に示された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「健康」のねらい
及び内容の基本的な内容を理解することを本演習のねらいとする。
この授業の履修を通じて、幼児の発達や学びの過程を理解し、主体
的・対話的で深い学びが実現する過程を踏まえて、領域「健康」に
関わる具体的な指導場面を想定した保育を構想する方法を身に付け
ることを到達目標とする。幼稚園教育要領（幼保連携型認定こども
園教育・保育要領）に示される領域「健康」のねらい及び内容につ
いて、教師が子どもの育ちをどのように支え指導を行っていくの
か、その意味や役割について説明を行う。また、指導に関する知識
や技能を身につけるためにグループワークを通して教材研究、指導
案を作成し、模擬保育を行う。さらに模擬保育に対する反省や評価
等の振り返りを行う。

保育内容「人間関係」
（a）

領域「人間関係」のねらい及び内容、指導上の留意点を、演習を通
して理解することを目標とする。
領域「人間関係」の意義や特質、また関連する乳幼児の発達や学
び、ICT利用の意義と実際について、テキストの講読や映像資料の視
聴し、ディスカッションを通して理解を深める。さらに、具体的な
指導場面を想定した指導案を作成し、模擬保育を通して、指導案の
構造や、具体的な保育実践の理解を深める。これらを通して、領域
「人間関係」をふまえて保育を構想し、実践する力を獲得する．

保育内容「人間関係」
（b）

本演習では、幼稚園教育要領に示された幼稚園教育の基本、領域
「人間関係」のねらい及び内容、指導上の留意点を理解することを
目標とする。
幼稚園の保育に関する基本的理解をはかり、保育の総合性をふまえ
た上で乳幼児期の人間関係について学ぶ。幼稚園教育要領に基づ
き、乳幼児期の人間関係の発達や保育者の役割について知る。事例
検討や保育指導案作成および模擬保育を通して、人間関係の発達や
それを支える保育者のかかわり方について理解を深める。また、領
域「人間関係」の特性及び幼児の体験との関連を考慮した教材の効
果的な活用法を理解し、幼児の体験との関連を考慮しながら情報機
器を活用する保育の構想についても考える。
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保育内容「環境」（a）

本演習の目標は以下である。
保育内容における領域「環境」について理解し、子どもの生活と環
境の関わりについて捉えることができる。環境について、実践、現
場の視点を持ちつつ、子どもの発達に寄与する環境のあり方を理解
し、保育者としての必要な技能を身に付けることができる。自らが
自然をはじめ、環境に興味、関心を持ち、子どもたちに望ましい環
境の在り方や関わり方について、考えることができる。領域「環
境」の特性や幼児の体験との関連を考慮した情報機器及び教材の活
用法を理解し、保育の構想に活用することができる。指導案の構成
を理解し、具体的な保育を想定した指導案を作成することができ
る。模擬保育とその振り返りを通して、保育を改善する視点を身に
付けている。
授業では、子どもたちの身の回りにある様々な環境について理解
し、また、子どもたちが周囲の環境に気づき、主体的に関わってゆ
く体験の機会を促す保育者の在り方について学ぶ。

保育内容「環境」（b）

現代の乳幼児期の子どもを取り巻く環境や子どもと環境との関わり
について理解し、領域「環境」のねらい及び内容について理解を深
めることを本演習のねらいとする。乳幼児期の子どもの発達に即し
て主体的・対話的で深い学びが実現する過程を踏まえ、領域「環
境」にかかわる具体的な指導場面を想定した保育を構想・指導する
方法を身につけることを到達目標とする。子どもを取り巻く環境と
その発達的意義、子どもと環境とのかかわりに関する専門的事項に
ついて理解し、それらの知識と領域「環境」のねらい及び内容を踏
まえ、模擬保育等を通して、実際の保育場面を想定した保育を構想
する方法や力量を身に付ける。

保育内容「言葉」（a）

幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「言葉」のねらい及び内容を理解
することを本演習の目標とする。幼児の発達や学びの過程を理解
し、領域「言葉」に関わる具体的な指導場面を想定した保育を構想
する方法を身に付ける。幼稚園教育の基本と領域「言葉」のねらい
及び内容を学ぶ。乳児期／乳幼児期から幼児期／幼児期から児童期
の言葉の発達及び読み書き言葉の発達を学ぶ。年少児の保育におけ
る言葉-遊びの発達と言葉-、年中児の保育における言葉-個と集団の
関係と言葉-、年長児の保育における言葉-協同性の発達と言葉-を学
ぶ。言語環境と言葉の発達、児童文化財と言葉の発達、言葉指導の
教材と指導法、ICT・デジタルコンテンツを用いた言葉の指導、領域
「言葉」に関する活動の指導案作成（模擬保育を含む）を学ぶ。

保育内容「言葉」（b）

幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「言葉」のねらい及び内容を理解
することを本演習の目標とする。幼児の発達や学びの過程を理解
し、領域「言葉」に関わる具体的な指導場面を想定した保育を構想
する方法を身に付ける。幼稚園教育の基本と領域「言葉」のねらい
及び内容を学ぶ。言葉のはたらき、言葉を育む環境と援助を学ぶ。
原初的コミュニケーションの発達及び乳幼児期から幼児期／幼児期
から児童期の言葉の発達及び読み書き言葉の発達を学ぶ。年少児の
保育における言葉 -遊びの発達と言葉-、年中児の保育における言葉 
-個と集団の関係と言葉-、年長児の保育における言葉 -協同性の発
達と言葉-を学ぶ。児童文化財と言葉の発達（ICT利用の意義と実際
を含む）、言葉指導の教材と指導法（デジタルコンテンツを含
む）、領域「言葉」に関する活動の指導案作成（模擬保育を含む）
を学ぶ。
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保育内容「表現A」
（a）

幼稚園教育要領等に示された保育の基本を踏まえ、領域「表現」の
ねらい及び内容を理解しており、同領域に関わる具体的な指導場面
を想定した保育を構想する方法を身に付ける。領域「表現」につい
て、主として音楽表現からアプローチして理解することを本演習の
目標とする。領域「表現」における音楽表現を中心として、理論と
実践の両側面から理解を深めていく。指導案を作成して、模擬保育
（歌唱）をおこない、保育を構想する方法を実践的に学ぶ。授業
は、保育内容「表現」に関する基礎的講義（指導案説明含む）と模
擬保育演習から成る。

保育内容「表現A」
（b）

領域「表現」の内容を理解したうえで、それに基づいた表現活動を
展開していけることをねらいとする。さらに、発達に応じた乳幼児
の表現、特に音や音楽にかかわる表現について学び、それを踏まえ
て子どもたちへの働きかけや支援ができることを目指す。この授業
では、生活や遊びを通して見られる乳幼児の音や音楽にかかわる表
現について、領域「表現」のねらい及び内容を踏まえて、事例など
から学ぶ。さらに指導案作成やグループによる演習や実践等を通し
て、実際の保育の現場で活用できる力を身につけることを目標とす
る。

保育内容「表現B」
（a）

領域「表現」のねらい及び内容を理解する。子どもの発達や表現の
過程を理解し、領域「表現」に関わる具体的な展開場面を想定した
保育を構想する方法を身に付ける。保育内容の各領域を総合的に捉
え、子どもの実態に応じた保育内容の展開や指導法を学ぶ。主に造
形的な視点で、モノの色や形や質感など様々な表現のツールを複合
的に用いて表現活動の特徴や面白さを確認し、応用や発展を考え、
表現活動を構想、計画、援助、実践する力を身につける。演習形式
で学んでいく。

保育内容「表現B」
（b）

幼稚園教育において育みたい資質・能力を理解し、幼稚園教育要領
に示された表現領域のねらい及び内容について背景となる専門領域
と関連させて理解を深めるとともに、幼児の発達に即して、主体
的・対話的で深い学びが実現する過程を踏まえて具体的な指導場面
を想定して保育を構想する方法を身に付ける。幼稚園教育の基本を
踏まえ、表現領域のねらい及び内容を理解した上で、「表現」や
「造形」の捉え方を考察する。また、子どもの絵の発達過程を取り
上げ、造形的な形としてあらわされた子どもの育ちや、子どもの育
ちを支える生活体験のあり方について学ぶことで、幼児の発達や学
びの過程を理解する。さらに、実際に作品を制作してみることで、
表現活動は人と人、人とものとの間にたち現れるコミュニケーショ
ンであることを理解する。あわせて、指導案を作成し、模擬保育と
その振り返りを通して、情報機器及び教材の活用法を理解し、保育
を改善する視点を獲得する。演習形式で学んでいく。

書
道

書道コース入門セミ
ナー

芸術科書道（国語科書写を含む）の書論、中国書道史、日本書道
史、鑑賞等の学問領域における基礎的な内容、書道実技（漢字の
書、仮名の書、漢字仮名交じりの書）の学習方法、書写書道教育の
歴史、学習指導要領に示されている書写・書道教育の内容と構造、
書写・書道の授業実践などについて幅広く講義し、その研究方法に
ついての理解を深め、書写・書道の基礎的事項を身に付けるように
する。

書道科カリキュラム論

高等学校芸術科書道ならびに小・中学校国語科書写のカリキュラム
の基本構造とカリキュラムの作成の方法について理解していく。書
写・書道教育のカリキュラムの変遷やカリキュラム編成と教科書と
の関係性について把握したのち、高等学校芸術科書道ならびに小・
中学校国語科書写のカリキュラム及び指導と評価の年間計画を立
案・作成し、検討を試みる。また、書写・書道の授業における評価
基準の作成や評価方法について理解し、評価・評定の方法を身につ
ける。
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卒
業
研
究

卒業研究

大学での学修成果の集大成として，専攻・コース等の専門分野にお
いて，身につけた知識・技能を基盤に，個々の学生自身が定めた探
求テーマについて，担当教員の指導により，研究資料の収集，研究
論文等の読解，調査・研究，作品制作の計画・実施，成果発表や他
者とのディスカッションなどにより研究成果をまとめる。
卒業研究の発表は，論文の執筆，作品の制作及び課題研究の発表な
どにより行う。

－ 基本計画書 ー 296 －
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